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この製品は、関連するEU規制に適合していま
す； 詳細については、DOC シート（規格適合
証明書）をご覧ください。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

デデディィィーーーゼゼゼルルルエエエンンンジジジンンンののの排排排気気気やややそそそののの成成成分分分はははカカカ
リリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性ややや先先先天天天性性性異異異
常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままますすす。。。

重重重要要要 こここのののエエエンンンジジジンンンにににはははスススパパパーーーククク・・・アアアレレレスススタタタががが
装装装着着着ささされれれててていいいままませせせんんん。。。カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの森森森林林林
地地地帯帯帯・・・潅潅潅木木木地地地帯帯帯・・・草草草地地地なななどどどでででこここののの機機機械械械ををを使使使用用用すすす
るるる場場場合合合にににははは、、、法法法令令令ににによよよりりりスススパパパーーーククク・・・アアアレレレスススタタタののの
装装装着着着ががが義義義務務務づづづけけけららられれれててていいいままますすす。。。他他他ののの国国国ややや地地地域域域ににに
おおおいいいてててももも、、、法法法令令令ににによよよりりりスススパパパーーーククク・・・アアアレレレスススタタタののの装装装
着着着ががが義義義務務務づづづけけけららられれれててていいいるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

はははじじじめめめににに
この機械は回転刃を使用するリール式乗用芝刈
り機であり、そのような業務に従事するプロの
オペレータが運転操作することを前提として製
造されています。この製品は、集約的で高度な
管理を受けているゴルフ場やスポーツ・フィー
ルド、商用目的で使用される芝生に対する刈り
込み管理を行うことを主たる目的として製造さ
れております。本機は、雑草地や道路わきの草
刈り、農業用地における刈り取りなどを目的と
した機械ではありません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法
を十分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた
適切な方法でご使用ください。この製品を適切
かつ安全に使用するのはお客様の責任です。

弊社Toroのウェブサイトwww.Toro.comで製品・
アクセサリ情報の閲覧、代理店についての情報
閲覧、お買い上げ製品の登録などを行っていた
だくことができます。

整備について、またToro 純正部品についてな
ど、分からないことはお気軽に弊社代理店また
はToro カスタマーサービスにおたずねくださ
い。お問い合わせの際には、必ず製品のモデル
番号とシリアル番号をお知らせください。図 1
にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘板の
取り付け位置を示します。いまのうちに番号を
メモしておきましょう。
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図図図 111

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すた
めの警告記号図 2を使用しております。死亡事
故を含む重大な人身事故を防止するための注意
ですから必ずお守りください。

図図図 222

1. 危険警告記号

この他にさらに2つの言葉で注意を促していま
す。重重重要要要は製品の構造などについての注意点
を、注注注はその他の注意点を表しています。

©©© 2011—The2011—The2011—The Toro®Toro®Toro® CompanyCompanyCompany
811181118111 LyndaleLyndaleLyndale AvenueAvenueAvenue SouthSouthSouth
Bloomington,Bloomington,Bloomington, MNMNMN 554205542055420 2

連連連絡絡絡先先先：：： www.Toro.com.www.Toro.com.www.Toro.com.
PrintedPrintedPrinted ininin thethethe USA.USA.USA.

禁禁禁無無無断断断転転転載載載

 



目目目次次次
はじめに............................... 2
安全について ........................... 4

安全な運転のために .................. 4
安全にお使いいただくために： Toro
からのお願い...................... 5

音力レベル ......................... 7
音圧レベル ......................... 7
振動レベル ........................... 7
安全ラベルと指示ラベル .............. 8

組み立て ...............................12
1 ROPSを取り付ける ..................13
2 運転席を取り付ける ................13
3 ハンドルを取り付ける...............14
4 バッテリー液を入れて充電す

る ...............................14
5 オイル・クーラ（オプション）を取

り付ける .........................15
6 集草バスケット用フックを取り付け

る ...............................16
7 カッティングユニットを取り付ける

.................................. 16
8 後部ウェイトを取り付ける ...........18
9 EU 用ステッカーを貼り付け

る ...............................18
製品の概要 .............................19

各部の名称と操作....................19
仕様 ...............................23
アタッチメントやアクセサリ...........23

運転操作 ...............................24
安全第一 ...........................24
エンジン・オイルを点検する...........24
燃料を補給する......................24
油圧オイルの量を点検する.............25
リールとベッドナイフの摺り合わせを
点検する .........................26

タイヤ空気圧を点検する ..............27
ホイール・ナットのトルクを点検す
る ...............................27

慣らし運転期間......................27
エンジンの始動手順 ..................27
インタロック･システムを点検す
る ...............................28

カッティングユニットの取り付けと取
り外し ...........................28

リール回転速度の設定を行う...........31
芝刈り用マークの作成 ................31
トレーニング期間....................32
芝刈り作業の前に....................32
刈り込み作業 .......................32
移動のための運転....................33
作業後の洗浄と点検 ..................33

緊急時の牽引について ................33
保守...................................35
推奨される定期整備作業 ................35

始業点検表 .........................36
潤滑.................................37
グリスアップを行う ..................37

エンジンの整備 .......................37
エア・クリーナの整備 ................37
エンジン・オイルとフィルタの交
換 ...............................38

点火プラグの交換....................38
燃料系統の整備 .......................39
燃料フィルタの交換 ..................39
燃料ラインとその接続 ................39

電気系統の整備 .......................40
バッテリーの整備....................40
ヒューズの整備......................40

走行系統の整備 .......................41
トランスミッションのニュートラル調
整 ...............................41

移動走行速度の調整 ..................41
芝刈り速度の調整....................42

ブレーキの整備 .......................42
ブレーキの調整......................42

油圧系統の整備 .......................43
油圧オイルとフィルタの交換...........43
油圧ラインとホースの点検.............43

カッティングユニットの保守.............44
リールのバックラップ ................44

診断システム .........................45
故障表示ランプが点灯した場合処
置 ...............................45

保管...................................46
図面...................................47

3

 



安安安全全全にににつつついいいててて
こここののの機機機械械械はははCENCENCEN安安安全全全規規規格格格EN836:EN836:EN836: 199719971997、、、ISOISOISO規規規
格格格5395:5395:5395: 199019901990おおおよよよびびびANSIANSIANSI規規規格格格B71.4-2004B71.4-2004B71.4-2004ににに適適適
合合合すすするるる製製製品品品とととしししててて製製製造造造ささされれれててていいいままますすす（（（たたただだだししし
後後後輪輪輪ににに 545454 kgkgkg のののウウウェェェイイイトトトををを搭搭搭載載載すすするるるここことととががが
条条条件件件ででですすす）））。。。

注注注 ANSI規格に適合していない他社のアタッチ
メントなどを取り付けて使用すると、製品全体
として規格不適合になりますからご注意くださ
い。

不不不適適適切切切ななな使使使いいい方方方をををしししたたたりりり手手手入入入れれれををを怠怠怠っっったたたりりりすすするるる
ととと、、、人人人身身身事事事故故故にににつつつななながががりりりままますすす。。。事事事故故故ををを防防防止止止すすするるる
たたためめめ、、、以以以下下下ににに示示示すすす安安安全全全上上上ののの注注注意意意標標標識識識（（（図図図 222）））ののの
つつついいいててていいいるるる遵遵遵守守守事事事項項項ははは必必必ずずずおおお守守守りりりくくくだだださささいいい。。。こここ
れれれははは「「「注注注意意意」」」、、、「「「警警警告告告」」」、、、「「「危危危険険険」」」なななどどど、、、人人人身身身
ののの安安安全全全ににに関関関わわわるるる注注注意意意事事事項項項ををを示示示しししててていいいままますすす。。。こここれれれ
らららののの注注注意意意ををを怠怠怠るるるととと死死死亡亡亡事事事故故故なななどどどののの重重重大大大ななな人人人身身身事事事
故故故ががが発発発生生生すすするるるここことととがががああありりりままますすす。。。

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
以下の注意事項はCEN規格EN 836:1997,ISO規格
5395:1990 およびANSI規格B71.4-2004 から抜
粋したものです。

トトトレレレーーーニニニンンングググ
• このオペレーターズマニュアルや関連する

トレーニング資料をよくお読みください。
オペレータが日本語を読めない場合には、
オーナーの責任において、このオペレーター
ズ･マニュアルの内容を十分に説明してく
ださい。

• 安全な運転操作、各部の操作方法や安全標
識などに十分慣れておきましょう｡

• 本機を運転する人すべてにトレーニングを
行ってください。トレーニングはオーナー
の責任です。

• 子供やトレーニングを受けていない大人に
は、絶対に運転や整備をさせないでくださ
い｡地域によっては機械のオペレータに年
齢制限を設けていることがありますのでご
注意ください。

• オペレータやユーザーは自分自身や他の安全
に責任があり、オペレータやユーザーの注意
によって事故を防止することができます。

運運運転転転ののの前前前ににに
• 作業場所を良く観察し、安全かつ適切に作業

するにはどのようなアクセサリやアタッチ
メントが必要かを判断してください。メー

カーが認めた以外のアクセサリやアタッチ
メントを使用しないでください。

• 安全靴、ヘルメット、安全ゴーグル､耳プロ
テクタなど作業にふさわしい服装と装備を
してください。長い髪、だぶついた衣服、
装飾品などは可動部に巻き込まれる危険が
あります。

• 石、おもちゃ、針金など、機械にはね飛ば
されて危険なものが落ちていないか、作業
場所をよく確認しましょう。

• ガソリンなどの燃料の取り扱いに際しては安
全に特にご注意ください。燃料は引火性が高
く、気化すると爆発する危険があります。

– 燃料容器は必ず規格認可品を使用して
ください｡

– エンジンが熱い時には絶対に燃料タンク
のフタを開けたり給油したりしないでく
ださい｡給油はエンジンの温度が下がって
から行いましょう。

– ガソリン取り扱い中は禁煙を厳守し、火
花や炎を絶対に近づけない。

– 屋内での給油や燃料の抜き取りは絶対
にしない。

• オペレータ・コントロールやインタロック・
スイッチなどの安全装置が正しく機能して
いるか、また安全カバーなどが外れたり壊
れたりしていないか点検してください。こ
れらが正しく機能しない時には芝刈り作業
を行わないでください。

運運運転転転操操操作作作

• 室内や換気の悪い場所では絶対にエンジン
を運転しないでください。

• 作業は日中または十分な照明のもとで、見
えにくい穴などの障害物から十分はなれて
行ってください。

• エンジンを始動させる前に、すべての機器
がニュートラルになっていること、駐車ブ
レーキが掛かっていることを確認してくださ
い。エンジンは、必ず運転席に座って始動
してください。ROPS装備車を運転するとき
は必ずシートベルトを着用してください。

• 斜面では必ず減速し安全に十分注意して運転
してください。また斜面では、必ず決められ
た走行方向や作業方向を守ってください。
芝草の状態によって車両の安定度が変わり
ますから注意してください。段差や落ち込
みのある場所では特に注意してください。

• 旋回するときや斜面で方向を変えるときなど
は、減速して十分な注意を払ってください。
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• 必ず、安全カバーを所定の場所に正しく取
り付けて御使用ください｡全部のインタロッ
ク装置が装備されていること、適切に調整
されていること、そして正しく動作するこ
とを確認しておきましょう。

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エン
ジンの回転数を上げすぎたりしないでくだ
さい。

• どんな理由であれ運転席から離れる時には
（刈りカスを捨てる場合でも）、必ず、平
坦な場所に停止し、カッティングユニット
を降下させ、回転を止め、駐車ブレーキを
掛け、エンジンを停止させてください。

• 何かにぶつかったり､ 機体が異常な振動をし
た場合は､ 直ちに作業を中止して機体を点検
してください｡異常を発見したら、作業を再
開する前に修理してください。

• カッティングユニットに手足を近づけない
でください。

• バックするときには、足元と後方の安全に
十分な注意を払ってください。

• 運転手以外の人を乗せないこと、また、人
やペットを近づけないでください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときな
どは、減速し周囲に十分な注意を払ってく
ださい。刈り込み中以外はリールの回転を
止めておいてください。

• アルコールや薬物を摂取した状態での運転
は避けてください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故
となります。稲光が見えたり雷が聞こえる
ような場合には機械を運転しないで安全な
場所に避難してください。

• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろ
すときには安全に十分注意してください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木な
どの障害物の近くでは安全に十分注意して
ください。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管

• 整備・調整作業の前には、必ず機械を停止
し、カッティングユニットを下げ、駐車ブ
レーキを掛け、エンジンを停止し、キーを抜
き取り、ガソリンエンジン機の場合は点火
プラグのワイヤを抜いてください。また、
必ず機械各部の動きが完全に停止したのを
確認してから作業に掛かってください。

• 火災防止のため、カッティングユニットや
駆動部、マフラーの周囲に、草や木の葉、

ホコリなどが溜まらないようご注意くださ
い。オイルや燃料がこぼれた場合はふきとっ
てください。

• 機械を格納する際にはエンジンが十分冷え
ていることを確認し、また裸火の近くを避
けて保管してください。

• 格納中や搬送中は、燃料バルブを閉じてく
ださい。絶対に、火気の近くで燃料を保管
したり、室内で燃料の抜き取りを行ったり
しないでください。

• 平らな場所に停車してください。

• 適切な訓練を受けていない人には絶対に機
械の整備をさせないでください。

• 必要に応じ、ジャッキなどを利用して機体
を確実に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの
力が掛かっている場合があります。取り外
しには十分注意してください。

• 修理を行うときには必ずバッテリーの接続
と点火プラグの接続を外しておいてくださ
い。バッテリーの接続を外すときにはマイ
ナスケーブルを先に外し、次にプラスケー
ブルを外してください。取り付けるときに
はプラスケーブルから接続します。

• リールの点検を行うときには安全に十分注
意してください。リールの点検を行うとき
には必ず手袋を着用してください。

• 可動部に手足を近づけないよう注意してく
ださい。エンジンを駆動させたままで調整
を行うのは可能な限り避けてください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気
の良い場所で行ってください。バッテリー
と充電器の接続や切り離しを行うときは、
充電器をコンセントから抜いておいてくだ
さい。また、安全な服装を心がけ、工具は
確実に絶縁されたものを使ってください。

• 各部品、特に油圧関連部が良好な状態にあ
るか点検を怠らないでください。読めなく
なったステッカーは貼り替えてください。

安安安全全全にににおおお使使使いいいいいいたたただだだくくくたたためめめににに：：：
ToroToroToro かかからららのののおおお願願願いいい
以下の注意事項は ANSI 規格には含まれていま
せんが、Toro の芝刈り機を安全に使用していた
だくために必ずお守りいただきたい事項です。

この機械は手足を切断したり物をはね飛ばした
りする能力があります。重傷事故や死亡事故を
防ぐため、注意事項を厳守してください。
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この機械は本来の目的から外れた使用をする
とユーザーや周囲の人間に危険な場合がありま
す。

運運運転転転中中中ににに

• エンジンの緊急停止方法に慣れておきま
しょう。

• 作業には頑丈な靴を着用してください｡サン
ダルやテニスシューズ、スニーカーでの作
業は避けてください。安全靴と長ズボンの
着用をおすすめします。地域によってはこ
れらの着用が義務付けられていますのでご
注意ください。

• 燃料の取り扱いには十分注意してください。
こぼれた燃料はふき取ってください。

• インタロックスイッチは使用前に必ず点検
してください。スイッチが故障した場合に
は必ず修理してから使用してください。

• エンジンを始動する前に、運転席に座り、昇
降レバーを一度後ろに引いてから手を離して
カッティングユニットを確実に解除し、走
行ペダルがニュートラル位置にあること、
および駐車ブレーキがかかっていることを
確認してください。

• 運転には十分な注意が必要です｡転倒や暴走
事故を防止するために以下の点にご注意く
ださい：

– サンドトラップや溝・小川などに近づ
かないこと｡

– 急旋回時や斜面での旋回時は必ず減速
してください｡急停止や急発進をしない
こと。

– この機械は公道を走行する装備をもたな
い「低速走行車両」です。公道を横切っ
たり、公道上を走行しなければならない
場合は、必ず法令を遵守し、必要な灯火
類、低速走行車両の表示、リフレクタな
どを装備してください。

– 道路付近で作業するときや道路を横断す
るときは周囲の交通に注意する。常に道
を譲る心掛けを。

– 下り坂ではブレーキを併用して十分に減
速し､確実な車両制御を行うこと｡

• また、溜まった刈りカスを捨てる時は必ず
エンジンを停止させてください。

• 移動走行時にはカッティングユニットを上
昇させてください。

• エンジン回転中や停止直後は、エンジン本
体、マフラー、排気管などに触れると火傷

の危険がありますから手を触れないでくだ
さい。

• エンジン側面にある回転スクリーンに手足や
衣服を近づけないように注意してください。

• カッティングユニットが硬いものにぶつかっ
たり異常な振動をしたりした場合は､ 直ちに
エンジンを停止し､ 機械の全動作が停止する
のを待ち､ それから点検にかかってくださ
い｡破損したリールやベッドナイフは必ず修
理・交換してから作業を行ってください｡

• 運転席を離れる前に、必ずモード･レバーを
ニュートラル（N）にし、カッティングユ
ニットを上昇させ、リールが完全に停止し
たのを確認してください。駐車ブレーキを
掛け、そして、エンジンを止め、キーを抜
き取ってください。

• 斜面の横切り運転は十分注意してください｡
また、上り斜面や下り斜面で急発進や急停
止をしないでください｡

• 斜面での運転に習熟してください｡斜面や不
整地は転倒などの重大な事故の置きやすい
場所であり、注意の不足から車両を制御で
きなくなると大変危険です。

• 斜面でエンストしたり、坂を登りきれなく
なったりした時は、絶対にＵターンしない
でください。必ずバックで、ゆっくりと下
がって下さい。

• 人や動物が突然目の前に現れたら、直直直ちちちににに
リリリーーールルル停停停止止止｡注意力の分散、アップダウン、
カッティングユニットから飛びだす異物な
ど思わぬ危険があります。周囲に人がいな
くなるまでは作業を再開しないこと。

• マシンから離れる時には、必ず、カッティン
グユニットを完全に上昇させ、リールの停
止を確認し、キーを抜き取り、駐車ブレー
キを掛けてください。

• ROPS（横転保護バー）のついている機械を
運転するときは、必ずシートベルトを着用
してください。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管

• 油圧系統のラインコネクタは頻繁に点検して
ください。油圧を掛ける前に、油圧ラインの
接続やホースの状態を確認してください。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作
動油が高圧で噴出していますから、手など
を近づけないでください。リークの点検に
は新聞紙やボール紙を使い、絶対に手を直
接差し入れたりしないでください。高圧で
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噴出する作動油は皮膚を貫通し、身体に重
大な損傷を引き起こします。

• 油圧系統の整備作業を行う時は、必ずエン
ジンを停止し、カッティングユニットを下
降させてシステム内部の圧力を完全に解放
してください。

• 燃料ラインにゆるみや磨耗がないか定期的
に点検してください。必要に応じて締め付
けや修理交換してください。

• エンジンを回転させながら調整を行わなけれ
ばならない時は、手足や頭や衣服をカッティ
ングユニットや可動部に近づけないように十
分ご注意ください。特にエンジン側面の回転
スクリーンに注意してください。また、無
用の人間を近づけないようにしてください｡

• ガバナの設定を変えてエンジンの回転数を上
げないでください。Toro 正規代理店でタコ
メータによるエンジン回転数検査を受け、
安全性と精度を確認しておきましょう。

• エンジン・オイルを点検・補給する際には、
必ずエンジンを停止してください。

• 大がかりな修理が必要になった時、補助が
必要な時には Toro 正規代理店にご相談く
ださい。

• いつも最高の性能と安全性を確保するため
に、必ず Toro Toroの純正部品をご使用くだ
さい。他社の部品やアクセサリを御使用に
なると危険な場合があり、製品保証を受け
られなくなる場合がありますのでおやめく
ださい。

• カッティングユニットの整備などを行う際に
は、必ずその前に、カッティングユニット給
電切断カップラ部を解除して、カッティング
ユニットに対する給電を停止してください。

音音音力力力レレレベベベルルル
この機械は、音力レベルが 97 dBA であること
が確認されています； ただしこの数値には不
確定値（K）1 dBA が含まれています。

音力レベルの確認は、ISO 11094 に定める手順
に則って実施されています。

音音音圧圧圧レレレベベベルルル
この機械は、オペレータの耳の位置における
音圧レベルが 81 dBA であることが確認されて
います； ただしこの数値には不確定値（K）1
dBA が含まれています。

音圧レベルの確認は、EC規則 836 に定める手
順に則って実施されています。

振振振動動動レレレベベベルルル
腕腕腕おおおよよよびびび手手手

右手の振動レベルの実測値 = 0.31 m/s2

左手の振動レベルの実測値 = 0.20 m/s2

不確定値（K） = 0.15 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実
施されています。

全全全身身身

振動レベルの実測値 = 0.14 m/s2

不確定値（K） = 0.07 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実
施されています。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付していま
す。破損したりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

115-8156115-8156115-8156

1. リール高さ 3. 8 枚刃カッティングユニット 5. 14 枚刃カッティングユニット 7. 低速

2. 5 枚刃カッティングユニット 4. 11 枚刃カッティングユニット 6. リール速度 8. 高速

115-8200115-8200115-8200

1. ヒューズについては オペレーターズマニュアル を読むこと。

115-8224115-8224115-8224

1. リール速度 3. リール回転

2. リール停止

117–2718117–2718117–2718

モデル 74845 のみ
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117–9536117–9536117–9536

1. 警告： 聴覚保護具を着用のこと。

2. 警告：オペレーターズマニュアル を読むこと； 必ず講習を受け
てから運転すること。

3. 手や足のけがや切断の危険： 可動部に近づかないこと； す
べてのガード類を正しく取り付けて使用すること。

4. 転倒する危険：旋回開始前に十分に速度を落とすこと； 高
速でターンしないこと。

5. 異物が飛び出す危険：人を近づけないこと。

6. 警告： 車両を離れるときは駐車ブレーキをロックし、エンジ
ンを停止し、キーを抜くこと。

117–9537117–9537117–9537

CECECE 諸諸諸国国国ででで 117–9536117–9536117–9536 ににに代代代えええててて使使使用用用すすするるる...
* この安全ステッカーには、ヨーロッパの芝刈り機安全規格 EN 836:1997

に適合するために必要な、斜面での運転に関する注意事項が記載されています。ここ

に記載されている斜面の角度は、この規格で記述され、また要求されている控えめ

な角度です。

1. 警告： 聴覚保護具を着用のこと。

2. 警告：オペレーターズマニュアル を読むこと； 必ず講習を受け
てから運転すること。

3. 手や足のけがや切断の危険： 可動部に近づかないこと； す
べてのガード類を正しく取り付けて使用すること。

4. 転倒の危険：傾斜が15度以上の斜面に乗り入れないこと。

5. 異物が飛び出す危険：人を近づけないこと。

6. 警告： 車両を離れるときは駐車ブレーキをロックし、エンジ
ンを停止し、キーを抜くこと。

119-1657119-1657119-1657

1. スロットル： 高速 4. リール下降して回転。 7. 移動走行位置

2. スロットル： 無段階調整 5. リール上昇 8. 刈り込み位置

3. スロットル： 低速 6. モード･レバー 9. ニュートラル： バックラップ時の設定位置
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119-1658119-1658119-1658

1. 整備作業を始める前にオペレーターズマニュアルを読むこと。

2. リークディテクタ警告ランプ

119-1687119-1687119-1687

1. OFF 3. ON
2. ヘッドライト

119-1688119-1688119-1688

1. チョーク 3. エンジン： 予熱（ディーゼル
モデルのみ） ON

2. エンジン： 始動 4. エンジン： 停止

119-9345119-9345119-9345
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119-9346119-9346119-9346

1. ペダルを踏むとロック解除 2. さらに詳しい情報について
は オペレーターズマニュア
ル を読むこと。

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこ
と。

7. 保護メガネ等着用のこと：
爆発性ガスにつき失明等
の危険あり

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり。

4. 保護メガネ等着用のこと 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当てを
受けること。

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

10. 鉛含有：普通ゴミとして投
棄禁止。
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

ROPS バー 1

ボルト（1/2 x 3-3/4 インチ） 4111
フランジ･ナット（1/2 インチ） 4

ROPSを取り付けます。

運転席 1
222 シート用ワイヤハーネス 1

運転席をベースに取り付けます。

ハンドル 1

ロックナット（1-1/2 インチ） 1

ワッシャ 1333
ハンドルのキャップ 1

ハンドルを取り付ける

444 必要なパーツはありません。 – バッテリー液を入れて充電する

555 必要なパーツはありません。 – オイル・クーラ（オプション）を取り付ける
ます。

集草バスケット用フック 6
666 フランジ･ボルト 12

集草バスケット用フックを取り付けます。

ゲージバー 1

カッティングユニット（モデル 04613, 04614
または 04615）

3

カッティングユニット上部ウェイト 3

六角ソケットヘッドねじ 6

777

集草バスケット 3

カッティングユニットを取り付けます。

ウェイト・キット, 119-7129（2輪駆動ユニッ
ト用）

1

888 ウェイト・キット, 120-5750（3輪駆動キット
を搭載したユニット用）

1
後部ウェイトを取り付けます。

999 警告ステッカー 117-9537 1 必要に応じて EU ステッカーを貼り付け
ます。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル （トラクションユニット） 1

エンジンのオペレーターズマニュアル （エンジン） 1
ご使用前にお読みください。

パーツカタログ 1 パーツのご注文にご利用ください。

オペレータのためのトレーニング資料 1 ご使用前にご覧ください。

納品前検査証 1

運転音認証証明書 1

認証証明書 1

将来のために保管してください。

始動キー 2 エンジンを掛ける。
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1
ROPSROPSROPSををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ROPS バー

4 ボルト（1/2 x 3-3/4 インチ）

4 フランジ･ナット（1/2 インチ）

手手手順順順

1. 出荷用クレートから上部サポートを外す。

2. クレートからROPSを取り出す。

3. 機体の左右にあるポケットに ROPS を差し
込み、ボルト（1/2 x 3-3/4 インチ）4本と
フランジ･ナット4本（1/2 インチ）で固定
する（図 3）。

g014601

1

2

3
図図図 333

1. ROPS バー 3. フランジ･ナット（1/2 インチ）

2. ボルト（1/2 x 3-3/4 インチ）

4. ボルトとナットを 100-110 ft-lb（136-149 Nm
（14～15 kg.m）にトルク締めする。

2
運運運転転転席席席ををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 運転席

1 シート用ワイヤハーネス

手手手順順順

注注注 運転席を前位置に取り付けたい場合、前方
の取り付け穴に取り付けると、そこから 7.6
cm の前後調整ができます；後方の取り付け穴
に取り付けると、そこから 7.6 cm の前後調整
ができます。

1. シートスライドを固定しているラグボルトを
外して廃棄し、出荷用のひも類を切断する。

2. 出荷用ブラケットからボルト (5/16 x 3/4
インチ) （4本）と、ワッシャを外し、ブラ
ケットを廃棄する。

3. 先ほど外したボルト（4本）とワッシャを
使って運転席をシートベースに取り付ける
（図 4）。

g016317

1

2

3

4

5

図図図 444

1. 運転席 4. ボルト (5/16 x 3/4 インチ)

2. 座席ベース 5. 運転席取り付け用の穴
3. ワッシャ
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4. 運転席の右側にあるメイン・ワイヤハーネ
スのコネクタを、運転席についているワイ
ヤハーネスに接続する。

5. 運転席のワイヤハーネスを運転席に沿って配
設（運転席を前後に移動させたときにハー
ネスが挟まれないように注意）し、運転席
の底部にあるポートに接続する。

3
ハハハンンンドドドルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ハンドル

1 ロックナット（1-1/2 インチ）

1 ワッシャ

1 ハンドルのキャップ

手手手順順順

1. ハンドルをステアリング シャフトにはめ込
む (図 5)。

g014687

1

3
4

2

図図図 555

1. ハンドル 3. ジャムナット
2. ワッシャ 4. キャップ

2. ワッシャをステアリング･シャフトにはめ
込む（図 5）。

3. ジャムナットでハンドルを固定し、2.8～3.6
kg.mに トルク締めする（図 5）。

4. キャップを取り付け、ねじで固定する
（図 5）。

4
バババッッッテテテリリリーーー液液液ををを入入入れれれててて充充充電電電すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

バッテリーに補給する電解液は必ず比重 1.265
のものを使用してください。

1. 固定具とバッテリー・クランプを外してバッ
テリーを取り出す。

重重重要要要 機機機体体体にににバババッッッテテテリリリーーーををを載載載せせせたたたままままままででで電電電解解解
液液液ををを入入入れれれななないいいでででくくくだだださささいいい。。。電電電解解解液液液がががこここぼぼぼれれれ
たたた場場場合合合、、、機機機体体体ががが激激激しししくくく腐腐腐食食食しししままますすす。。。

2. バッテリーの上部をきれいに拭い、キャッ
プを取り外す (図 6)。

図図図 666

1. キャップ

3. 各セルに慎重に電解液を満たす。電極板が
6mm程度水没するぐらいが適当 (図 7)。

図図図 777

1. 電解液
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4. 電極板が液を吸収するまで20～30分間程度
待つ。必要に応じて、電極板が６mm程度水
没するぐらいに電解液を補充する(図 7)。

警警警告告告

充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守。。。バババッッッテテテリリリーーーににに火火火
気気気ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

5. 充電器に接続し、充電電流を 2～4 A にセッ
トする。液温 16°Cのときの電解液の比重
が 1.250 になり、全部のセルから泡が十
分に立つようになるまで、充電電流 4A で
2時間程度、または充電電流 2A で4時間程
度、充電を行う。

6. 充電が終わったらチャージャをコンセント
から抜き、バッテリー端子からはずす。

注注注 最初の充電以後は、バッテリー液が不足
した場合には蒸留水以外補給しないでくだ
さい。この機械に使用しているバッテリー
はメンテナンスフリーですので、通常は水
の補給もほとんど必要ありません。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品やややトトトラララクククタタタののの
金金金属属属部部部分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火
花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆
発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行ううう
ととときききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属部部部ををを接接接触触触さささせせせななないいい
よよようううににに注注注意意意すすするるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななな
いいい。。。

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電解解解液液液充充充填填填ととと初初初期期期充充充電電電ををを適適適切切切
ななな方方方法法法ででで行行行わわわななないいいととと、、、バババッッッテテテリリリーーーかかからららガガガススス
ががが発発発生生生しししたたたりりり、、、バババッッッテテテリリリーーーののの寿寿寿命命命ががが短短短くくく
なななっっったたたりりりすすするるる。。。

7. バッテリートレイの上にバッテリーを置き、
先ほど取り外したクランプと固定具で固定
する（図 8）。

1 2

g016293

3 4

567
図図図 888

図はガソリンモデルです（モデルによって多少異なります）。

1. バッテリークランプ 5. マイナス（-）ケーブル

2. バッテリー 6. バッテリークランプのフック

3. プラス（+）ケーブル 7. バッテリートレイ

4. バッテリークランプの蝶ナッ
ト

8. 赤いプラス（＋）ケーブルをバッテリーのプ
ラス（＋）端子に、黒いマイナス（－）ケー
ブルはバッテリーのマイナス（－）端子に
はめ、ボルトとナットで固定する（図 8）。
ショート防止のために（＋）端子にゴム
キャップをかぶせる。

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーー・・・ケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああ
るるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママ
イイイナナナススス（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。
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5
オオオイイイルルル・・・クククーーーラララ（（（オオオプププシシショョョンンン）））ををを取取取りりり
付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

外気温度が29℃を超えるような高温地域や、グ
リーンの刈り込み以外の作業（フェアウェイの
刈り込み、バーチカット作業など）に使用さ
れる場合には、油圧オイル・クーラ・キット
（P/N 119-1691）を取り付けてください。

6
集集集草草草バババスススケケケッッットトト用用用フフフッッックククををを取取取りりり付付付
けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

6 集草バスケット用フック

12 フランジ･ボルト

手手手順順順

フランジ･ボルト（全部で12本）を使って、サ
スペンション・アームのバーの端部に集草バ
スケット用フック（全部で6個）を取り付けま
す（図 9）。

図図図 999

1. フランジ･ボルト 3. サスペンション・アームの
バー

2. 集草バスケット用フック

7
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ゲージバー

3 カッティングユニット（モデル 04613, 04614 または 04615）

3 カッティングユニット上部ウェイト

6 六角ソケットヘッドねじ

3 集草バスケット

手手手順順順

注注注 カッティングユニットの整備（研磨、刈高調
整など）を行う場合には、そのカッティングユ
ニットのリール・モータを、サスペンション・
アームの前部にある一時保管位置にセットして
おくと、誤って破損させるなどの事故を防止
することができます。

重重重要要要 リリリーーールルル･･･モモモーーータタタをををホホホルルルダダダーーー（（（保保保管管管位位位置置置）））ににに
入入入れれれたたたままままままでででサササスススペペペンンンシシショョョンンンををを「「「移移移動動動走走走行行行」」」位位位
置置置にににしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。モモモーーータタタやややホホホーーースススががが破破破損損損
すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

重重重要要要 カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを傾傾傾けけけてててベベベッッッドドドナナナ
イイイフフフとととリリリーーールルルががが見見見えええるるるよよようううにににすすするるる際際際にににははは、、、ベベベッッッ
ドドドバババーーー調調調整整整ネネネジジジががが床床床ややや作作作業業業台台台ににに押押押ししし付付付けけけららられれれるるる
ここことととのののななないいいよよよううう、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト後後後部部部ににに
支支支えええををを入入入れれれててて浮浮浮かかかせせせてててくくくだだださささいいい（（（図図図 101010）））。。。

g014596 1

2

2

図図図 101010

1. ここを支える（支えは図示
せず）

2. ベッド・バー調整ネジ（2）

注注注 どのカッティングユニットも、カウンタ・
ウェイトを右側に、そしてリール・モータと駆
動カップラを左側に取り付けて出荷していま
す。
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1. カッティングユニット給電
切断カップラ部を解除す
る： カッティングユニット給電切断カップラ (ページ 23)
を参照。

注注注意意意

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト給給給電電電切切切断断断カカカッッップププラララ部部部
ををを解解解除除除しししななないいいととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももカカカッッッテテティィィ
ンンングググユユユニニニッッットトトををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、手手手
ややや足足足ににに大大大怪怪怪我我我ををを負負負ううう危危危険険険がががあああるるる。。。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの整整整備備備なななどどどををを行行行ううう際際際
にににははは、、、必必必ずずずそそそののの前前前ににに、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッッ
トトト給給給電電電切切切断断断カカカッッップププラララ部部部ををを解解解除除除すすするるるこここととと。。。

2. 駆動カップラの内側面にグリスを塗る。

3. カッティングユニットの前ローラはオプショ
ンなので出荷時に取り付けられていない。
ローラ（モデル No. 04625, 04626 または
04627）を代理店から購入する。 ローラに
付属の説明書に従い、カッティングユニッ
トの付属部品を使って、ローラをカッティ
ングユニットに取り付ける。

4. ウェイトをカッティングユニットの側面に固
定しているボルト（2本）を外す（図 11）。

1

2

g016294

3

図図図 111111

1. カッティングユニットのウェ
イト（裏返す）

3. 六角ソケットヘッドねじ

2. 上側ウェイト

5. ウェイトを 180 度回転させて、ウェイトの
下側にあった開放型のねじ穴が上にくるよ
うにする。先ほど取り外したボルトを使っ
て、ウェイトをカッティングユニットに取
り付ける。

6. カッティングユニットのウェイトに上部ウェ
イトを取り付ける；六角ソケットヘッドね
じ2本を使用する（図 11）。

7. 中央カッティングユニットを取り付ける時
は、フット・レストを跳ね上げて取り付け
位置へのアクセスを確保する（図 12）。

注注注意意意

フフフッッットトト・・・レレレススストトトががが閉閉閉じじじるるるととと、、、指指指ををを挟挟挟まままれれれるるる
恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

開開開いいいててていいいるるるフフフッッットトト・・・レレレススストトトががが急急急ににに閉閉閉じじじててて、、、
指指指ががが挟挟挟まままれれれななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

g0146021

2

図図図 121212

1. フットレスト： 閉じた状態 2. フットレスト： 開いた状態

8. サスペンション・アームの下にカッティン
グユニットを置く。

9. サスペンション・アームのバーについて
いるラッチを上向き（開いた状態）にして
(図 13）、サスペンション・アームを押し
下げて、バーを、カッティングユニットの
バーの上に被せるようにする（図 14）。

g014609

1

2
3

図図図 131313

1. ラッチ：閉じた位置 3. ラッチ：開いた位置
2. サスペンション・アームの

バー
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図図図 141414

1. サスペンション・アームの
バー

2. カッティングユニットのバー

10.ラッチを下げて閉じるとカッティングユニッ
トのバーがロックされてユニットがアーム
にセットされる（図 13）。

注注注 ラッチが正しくロックされると、「カ
チッ」という音が聞こえます。

11.カッティングユニット用モータのスプライ
ン・シャフトにきれいなグリスを塗りつけ
る（図 15）。

12.モータを、カッティングユニットの左側（運
転席から見て）に取り付け、カッティング
ユニットについているモータ固定バーを、
モータの上から被せるようにセットし、モー
タの左右から「カチッ」というロック音が
聞こえるまで押し下げる（図 15）。

図図図 151515

1. リール･モータ 3. 差し込み穴

2. スプライン・シャフト 4. モータ固定バー

13.サスペンション・アームについているバス
ケット用フックに集草バスケットを取り付
ける。

14.残りのカッティングユニットにも同作業を
行う。

15.カッティングユニット給電
切断カップラ部を接続す
る： カッティングユニット給電切断カップラ (ページ 23)
を参照。

8
後後後部部部ウウウェェェイイイトトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ウェイト・キット, 119-7129（2輪駆動ユニット用）

1 ウェイト・キット, 120-5750（3輪駆動キットを搭載した
ユニット用）

手手手順順順

本機は、ウェイト・キット 119-7129（2輪駆動
キット用）または120-5750（3輪駆動キットを
搭載したユニット用） を取り付けることによ
り、ANSI B71.4-2004 および EN 836 規格 に
適合します。
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9
EUEUEU 用用用ススステテテッッッカカカーーーををを貼貼貼りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 警告ステッカー 117-9537

手手手順順順

本機を EU 諸国内で使用する場合には、警告ス
テッカー 117-9537 を、ステッカー 117-9536
の上から貼り付けてください。

製製製品品品ののの概概概要要要

g014674
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6 7

8

図図図 161616

1. エンジン 5. ハンドル

2. ROPS バー 6. 走行ペダル

3. コントロール･パネル 7. フット・レスト

4. 運転席 8. カッティングユニット

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

走走走行行行ペペペダダダルルル

走行ペダル（図 17）は3つの機能があります；
前進、後退、停止です。ペダル前部を踏み込む
と前進、後部を踏み込むと後退です。前進中に
後退位置に踏み込むと素早く停止することがで
きます。ペダルから足をはなせばニュートラル
位置となり、車両は停止します。足を休めるつ
もりで前進中にかかとをペダル後部に乗せない
でください（図 18）。
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g014603
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図図図 171717

1. 走行ペダル：前進用 3. ステアリング・アーム・ロッ
ク・ベダル

2. 走行ペダル：後退用

図図図 181818

ススステテテアアアリリリンンングググ・・・アアアーーームムム・・・ロロロッッッククク・・・ベベベダダダルルル

このペダル（図 17）を踏むとステアリング・
アームの高さを調整できるようになります；使
いやすい高さに調整できたらペダルから足を離
せばアームは再びロックされます。

注注注 運転席を取り付ける前に、ステアリングアー
ムを一番前まで倒してください。

スススロロロッッットトトルルル・・・コココンンントトトロロローーールルル

スロットル･コントロール（図 19）は、エンジ
ンの回転速度をコントロールします。FAST の
方へ動かすとエンジンの回転数（rpm）が増加
し、SLOW 方向へ動かすと遅くなります。走行
速度は以下の通りです：

• 刈り込み時前進速度： 3.2-8 km/h

• 最大移動走行速度：16 km/h

• 4.0 km/h； 後退速度

注注注 スロットル･コントロールでエンジンを停止
させることはできません。

図図図 191919

1. 始動スイッチ 5. スロットルコントロール

2. チョーク 6. 整備時期表示ランプ

3. モードレバー 7. エンジンオイル圧警告灯

4. ジョイスティック（カッティン
グユニット操作レバー）

8. オイル漏れ警告ランプ（オ
プションアクセサリ）

チチチョョョーーーククク

低温時のエンジン始動には、チョーク（図 19）
を引いてON 位置とします（チョークを閉じ
る）。エンジンが始動したら、エンジンがス
ムーズに回転を続けられるように調整してくだ
さい。なるべく早く Open 位置に戻すようにし
てください。エンジンが温かい時にはチョーク
操作は不要です｡

ジジジョョョイイイススステテティィィッッッククク（（（カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト操操操作作作
レレレバババーーー）））

このレバー（図 19）を前に倒すとリールが下
降して回転を開始します。後ろに引くとリール
は上昇して停止します。後ろに軽く引いて手
を放すとリールの回転だけを止めることがで
きます。前に軽く倒せばリールは再び回転を
開始します。

モモモーーードドド･･･レレレバババーーー

このレバー（図 19）で芝刈り走行、移動走
行、ニュートラルを切り替えます。走行中に
「芝刈り走行」から「移動走行」へ、またその
逆へ（ニュートラルで止めずに）切り替える
ことができます。機械に悪影響が出ることは
ありません。
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• 後ろ位置：ニュートラル及びバックラップ
位置

• 中央位置：芝刈り位置

• 前位置：移動走行位置

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

スイッチ（図 19）にキーを差し込んで右いっ
ぱい（Start 位置）に回すとエンジンが始動し
ます。エンジンが始動したらキーから手を放す
と、キーは自動的に｢ON」位置に動きます。エ
ンジンを停止するときは、キーを左に回して
「OFF」位置にします。

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルル圧圧圧警警警告告告灯灯灯

エンジン･オイル圧力ランプ（図 19）はエンジ
ンオイルの圧力が異常に低下すると点灯しま
す。

故故故障障障表表表示示示ララランンンプププ

故障表示ランプ（図 19）は、センサーが何ら
かの異常を検知したときに点灯します。万一こ
のランプが点灯したら、本機の使用を中止し、
安全な場所へ移動して点検・故障診断を受けて
ください。故障表示ランプおよび故障診
断システムについてのさらに詳しい情報
は、 故障表示ランプが点灯した場合処置 (ページ 45)
に掲載されています。

アアアワワワーーー・・・メメメーーータタタ

アワー・メータ(図 20)は、本機の積算運転時
間を表示します。始動スイッチをON 位置にす
ると作動を開始します。

g014600

1

図図図 202020

1. アワー・メータ

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキ･･･レレレバババーーー

ブレーキ・レバー（図 21）を引き上げると駐
車ブレーキがかかります。レバー押し下げれば
解除されます。本機を離れるときには必ず駐車
ブレーキを掛けてください。

g01461 0

図図図 212121

バババッッックククラララッッップププスススイイイッッッチチチ

運転席左のプラスチック製カバーの下にありま
す。バックラップスイッチ（図 22）は、回転
許可・禁止レバー（ジョイスティック）および
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リール回転速度コントロールと連動し、リール
をバックラップするときに使用します。

図図図 222222

1. バックラップスイッチ：バッ
クラップ位置

2. バックラップスイッチ：刈り
込み位置

リリリーーールルル速速速度度度コココンンントトトロロローーールルル

運転席左のプラスチック製カバーの下にあり
ます。リール速度コントロール（図 23）は、
リールの回転速度（rpm）を調整します。

図図図 232323

1. リール速度コントロール

座座座席席席調調調整整整レレレバババーーー

運転席の右前角部にあり（図 24）、運転席の
前後位置の調整を行うことができます。運転席
についているレバーを左（中央に向けて）に押
すとロックが外れますから運転席を希望の位
置に動かします。

注注注 座席の位置の調整範囲が足りない場合には、
座席をベースに固定しているボルト 4 本を外
して、さらに前または後ろの取り付け穴に座席
を取り付け直してください。

g014628

1

図図図 242424

1. 座席調整レバー

注注注 座席を倒す際には、レバーを一番後ろまで
引き、ステアリングアームを一番前に倒して
ください。

燃燃燃料料料バババルルルブブブ

格納時やトレーラなどで長距離を輸送する場合
には、運転席下の燃料タンク下部にある燃料バ
ルブ（図 25）と閉じてください。

g01462 6

1

図図図 252525

1. 燃料バルブ（燃料タンクの下）
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カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト給給給電電電切切切断断断カカカッッップププラララ

カッティングユニットの取り付け、取り外し、
整備などを行う際には、必ずその前に、カッ
ティングユニット給電切断カップラ部を解除し
て、カッティングユニットに対する給電を停止
してください（図 26）；カップラは、トラク
ションユニット左側、横転保護バーのベース部
にあります。マシンを使用するときには、カッ
プラを接続してください。

図図図 262626

1. カッティングユニット給電切断カップラ

注注注意意意

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト給給給電電電切切切断断断カカカッッップププラララ部部部ををを解解解
除除除しししななないいいととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももカカカッッッテテティィィンンングググユユユ
ニニニッッットトトををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、手手手ややや足足足ににに大大大怪怪怪
我我我ををを負負負ううう危危危険険険がががあああるるる。。。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの整整整備備備なななどどどををを行行行ううう際際際ににに
ははは、、、必必必ずずずそそそののの前前前ににに、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト給給給電電電
切切切断断断カカカッッップププラララ部部部ををを解解解除除除すすするるるこここととと。。。

仕仕仕様様様
注注注 仕様や設計は予告なく変更されることがあ
ります。

刈幅 151 cm

ホイール･トレッド 128 cm

ホイールベース 119 cm

全長（バスケットを含む） 249 cm

全幅 179 cm

全高 205 cm

ウェイト トラクションユニットのシリアル
番号タグを参照（図 1）。

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトやややアアアクククセセセサササリリリ

メーカーが認定する Toro 様々なアタッチメン
トやアクセサリでお仕事の幅をさらに広げてく
ださい。アタッチメントやアクセサリについて
の情報は、 正規ディーラー またはディストリ
ビュータへ。インターネット www.Toro.com も
ご利用ください。
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

安安安全全全第第第一一一
このマニュアルに掲載されている安全上の注
意事項をきちんと読んでください。オペレー
タや周囲の人を事故から守る重要な情報が掲
載されています。

目、耳、手足などに対する防護を行うことをお
奨めします。

注注注意意意

こここののの機機機械械械ののの運運運転転転音音音ははは、、、オオオペペペレレレーーータタタののの耳耳耳ののの位位位置置置
ででで 858585 dBAdBAdBA とととなななりりり、、、長長長時時時間間間使使使用用用しししつつつづづづけけけるるるととと聴聴聴
覚覚覚ににに障障障害害害ををを起起起こここすすす可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

運運運転転転ににに際際際しししてててははは聴聴聴覚覚覚保保保護護護具具具ををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルををを点点点検検検すすするるる
エンジンにはオイルを入れて出荷しています
が、初回運転の前後に必ずエンジン･オイルの
量を確認してください。油量は約1.65 リット
ル（フィルタ共）です。

オイルは、API（米国石油協会）のSG，SH, SJ
またはそれ以上のグレードのものを使用しま
す。オイルの粘度（重量）はSAE 30 です。

1. 平らな場所に駐車する。

2. ディップスティックを抜き､ウェスで一度
きれいに拭く。ディップスティックを、
チューブの根元までもう一度しっかりと差
し込む（図 27）。

12

g016292

図図図 272727

1. ディップスティック 2. 給油口キャップ

3. 首から引き抜いて油量を点検する。

4. オイルの量が不足している場合は、バルブ･
カバーについている補給口のキャップを取
り、ディップスティックの FULL マークま
で補給する。補給するときは､ディップス
ティックで確認しながら少量ずつ入れてく
ださい｡入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

重重重要要要 オオオイイイルルル量量量ははは８８８運運運転転転時時時間間間ごごごととと又又又ははは毎毎毎日日日
点点点検検検しししてててくくくだだださささいいい。。。

5. ディップスティックをしっかりと取り付
ける。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
自動車用の無無無鉛鉛鉛レギュラー・ガソリンを御使用
ください（ポンプ・オクタン価85 以上）。無
鉛ガソリンが入手できない場合には有鉛ガソリ
ンを使用して差し支えありません。

重重重要要要 メメメタタタノノノーーールルル、、、メメメタタタノノノーーールルル添添添加加加ガガガソソソリリリンンン、、、
101010％％％以以以上上上のののエエエタタタノノノーーールルルををを添添添加加加しししたたたガガガソソソリリリンンンななな
どどどははは本本本機機機ののの燃燃燃料料料シシシススステテテムムムををを損損損傷傷傷しししままますすすかかかららら絶絶絶
対対対ににに使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。ガガガソソソリリリンンンにににオオオイイイ
ルルルををを混混混合合合しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
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危危危険険険

ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああ
るるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや
火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええ
たたた状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリンンンはははふふふききき
取取取るるる。。。

••• 箱箱箱型型型トトトレレレーーーラララににに本本本機機機ををを搭搭搭載載載しししたたた状状状態態態でででははは、、、
絶絶絶対対対ににに本本本機機機へへへののの燃燃燃料料料補補補給給給をををしししてててはははななならららななな
いいい。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。燃燃燃料料料ををを補補補
給給給すすするるる時時時ははは、、、タタタンンンククク上上上面面面かかかららら約約約25mm25mm25mm下下下のののレレレ
ベベベルルルををを超超超えええててて給給給油油油しししななないいい。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが
上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ははは膨膨膨張張張しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいい
よよようううににに空空空間間間ををを確確確保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。

••• ガガガソソソリリリンンン取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花
ややや炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ににに
入入入れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管すすす
るるる。。。303030日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは避避避けけけるるる。。。

••• 運運運転転転時時時にににははは必必必ずずず適適適切切切ななな排排排気気気シシシススステテテムムムををを取取取りりり
付付付けけけ正正正常常常ななな状状状態態態ででで使使使用用用すすするるる。。。

危危危険険険

燃燃燃料料料ををを補補補給給給中中中、、、静静静電電電気気気ににによよよるるる火火火花花花がががガガガソソソリリリンンン
ににに引引引火火火すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたた
りりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• ガガガソソソリリリンンン容容容器器器ははは車車車かかかららら十十十分分分ににに離離離ししし、、、地地地面面面ににに
直直直接接接置置置いいいててて給給給油油油すすするるる。。。

••• 車車車ににに乗乗乗せせせたたたままままままののの容容容器器器にににガガガソソソリリリンンンををを補補補給給給ししし
ななないいい。。。車車車両両両のののカカカーーーペペペッッットトトやややプププラララスススチチチッッッククク製製製
ののの床床床材材材なななどどどががが絶絶絶縁縁縁体体体とととなななっっっててて静静静電電電気気気ののの逃逃逃げげげ
場場場がががなななくくくなななるるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。

••• 可可可能能能ででであああれれればばば、、、機機機械械械ををを地地地面面面ににに降降降ろろろししし、、、車車車輪輪輪
ををを地地地面面面ににに接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

••• 機機機械械械ををを車車車ににに搭搭搭載載載しししたたたままままままででで給給給油油油ををを行行行わわわなななけけけ
れれればばばいいいけけけななないいい場場場合合合にににははは大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルル
かかからららでででなななくくく、、、小小小型型型ののの容容容器器器かかかららら給給給油油油すすするるる。。。

••• 大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかかららら直直直接接接給給給油油油しししなななけけけれれれ
ばばばななならららななないいい場場場合合合にににははは、、、ノノノズズズルルルををを燃燃燃料料料タタタンンンククク
ののの口口口ににに常常常時時時接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

1. 燃料キャップ（図 28）の周囲をきれいに拭
いてキャップ外す。

図図図 282828

1. 燃料タンクのキャップ

2. 燃料を補給する時は、タンク上面から約
25mm下のレベルを超えて給油しない。

これは、温度が上昇して燃料は膨張したと
きにあふれないように空間を確保するため
である。燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。

注注注 燃料タンク容量は約 22.7 リットルで
す。

3. 燃料タンクのキャップをしっかりとはめ
る。こぼれたガソリンはふき取る。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
油圧オイルタンクには約 18.9 リットルの高
品質油圧オイルを満たして出荷しています。
毎日の使用前に、油圧オイル・タンクの前面
にある白い樹脂製の点検窓（運転席の後ろ左
側）から、タンク内にあるオイルの量を点検し
てください。点検窓の FULL ラインまでオイ
ルがあることが必要です；不足している場合
には、以下の説明に従って適切なオイルを補
給してください：

推推推奨奨奨ささされれれるるる油油油圧圧圧オオオイイイルルル

推奨オイルの銘柄を以下に示します：

ToroToroToroオオオーーールルルシシシーーーズズズンンン用用用プププレレレミミミアアアムムム油油油圧圧圧オオオイイイルルルを販売していま
す（19 リットル缶または 208 リットル缶）。パーツカタログまた
はToro代理店でパーツ番号をご確認ください。

他に使用可能なオイル：Toro のオイルが入手
できない場合は、以下に挙げる特性条件およ
び産業規格を満たすオイルを使用することが
できます。合成オイルの使用はお奨めできま
せん。オイルの専門業者と相談の上、適切な
オイルを選択してください：

注注注 不適切なオイルの使用による損害について
は Toro は責任を持ちかねますので、品質の確
かな製品をお使い下さる様お願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス／／／低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作動動動液液液,,, ISOISOISO VGVGVG 464646

物性：

粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 44～48
cSt @ 100°C 7.9～8.5
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粘性インデックス ASTM
D2270

140～160

流動点, ASTM D97 -37°C～-45°C

産業規格：

ヴィッカース I-286-S （品質レベル）, ヴィッカース
M-2950-S（品質レベル）, デニソン HF-0, Vickers 35 VQ
(Eaton ATS373-C)

重重重要要要 ISOISOISO VGVGVG 464646 ははは、、、広広広いいい温温温度度度範範範囲囲囲ででで優優優れれれたたた
性性性能能能ををを発発発揮揮揮しししままますすす。。。通通通常常常ののの外外外気気気温温温ががが高高高いいい（（（181818
°℃°℃°℃～～～ 494949 °C°C°C））） 熱熱熱帯帯帯地地地方方方でででははは、、、ISOISOISO VGVGVG 686868 オオオ
イイイルルルのののほほほうううががが適適適切切切ととと思思思わわわれれれままますすす。。。

プププレレレミミミアアアムムム生生生分分分解解解油油油圧圧圧オオオイイイルルル ——— MobilMobilMobil EALEALEAL
EnviroSynEnviroSynEnviroSyn 46H46H46H

重重重要要要 MobilMobilMobil EALEALEAL EnviroSynEnviroSynEnviroSyn 46H46H46H ははは、、、トトトロロロ社社社がががこここ
ののの製製製品品品へへへののの使使使用用用ををを認認認めめめたたた唯唯唯一一一ののの合合合成成成生生生分分分解解解オオオイイイ
ルルルででですすす。。。こここのののオオオイイイルルルははは、、、トトトロロロ社社社ののの油油油圧圧圧装装装置置置ででで使使使
用用用しししててていいいるるるエエエラララススストトトマママーーーににに悪悪悪影影影響響響ををを与与与えええずずず、、、ままま
たたた広広広範範範囲囲囲ななな温温温度度度帯帯帯でででののの使使使用用用ががが可可可能能能ででですすす。。。こここののの
オオオイイイルルルははは通通通常常常ののの鉱鉱鉱物物物性性性オオオイイイルルルととと互互互換換換性性性がががああありりり
ままますすすががが、、、十十十分分分ななな生生生分分分解解解性性性ををを確確確保保保ししし、、、オオオイイイルルルそそそ
のののももものののののの性性性能能能ををを十十十分分分ににに発発発揮揮揮さささせせせるるるたたためめめにににははは、、、
通通通常常常オオオイイイルルルととと混混混合合合せせせずずず、、、完完完全全全ににに入入入れれれ替替替えええててて使使使
用用用すすするるるここことととががが望望望まままれれれままますすす。。。こここののの生生生分分分解解解油油油圧圧圧オオオ
イイイルルルははは、、、モモモーーービビビルルル代代代理理理店店店にににててて、、、191919 リリリッッットトトルルル缶缶缶
まままたたたははは 208208208 リリリッッットトトルルル缶缶缶ででで販販販売売売しししててておおおりりりままますすす。。。

注注注 多くの油圧オイルはほとんど無色透明であ
り、そのためオイル洩れの発見が遅れがちで
す。油圧オイル用の着色剤（20cc 瓶）をお使
いいただくと便利です。1瓶で15～22 リットル
のオイルに使用できます。パーツ番号は P/N
44-2500。ご注文は Toro 代理店へ。こここののの着着着色色色
剤剤剤ははは、、、生生生分分分解解解オオオイイイルルルにににははは使使使用用用ででできききままませせせんんん。。。生生生
分分分解解解オオオイイイルルルにににははは食食食用用用色色色素素素をををおおお使使使いいいくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 使使使用用用すすするるる油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの種種種類類類ににに関関関わわわりりり
なななくくく、、、グググリリリーーーンンン外外外ののの刈刈刈りりり込込込みみみ、、、バババーーーチチチ
カカカッッットトト作作作業業業なななどどど、、、あああるるるいいいははは外外外気気気温温温度度度ががが
29℃29℃29℃ををを超超超えええるるるよよようううななな高高高温温温地地地域域域ででで使使使用用用すすするるる
場場場合合合にににははは、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルル・・・クククーーーラララ・・・キキキッッッ
トトト（（（P/NP/NP/N 117-9314117-9314117-9314）））ををを取取取りりり付付付けけけてててくくくだだださささ
いいい；；；555 オオオイイイルルル・・・クククーーーラララ（（（オオオプププシシショョョンンン）））ををを取取取りりり付付付けけけるるる (((ペペペーーージジジ 151515)))
をををごごご覧覧覧くくくだだださささいいい。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの点点点検検検ととと補補補給給給ををを行行行ううう

1. 平らな場所に駐車する。エンジンもオイル
も冷えていることを確認する。

2. タンクからキャップを取る（図 29）。

g014719

1

図図図 292929

1. 油圧オイル・タンクのキャップ

3. Slowly fill the reservoir with the
appropriate 油圧オイルタンクに、適切な
油圧オイルを入れる；オイルの高さが、油
圧オイルタンクの前側面についている確認
窓の横にある矢印から6mm以内にくるまで入
れる（図 30）。入れすぎないこと。

1

2

g016334

図図図 303030

1. 油圧オイルタンク前面にあ
る白い窓

2. この範囲内にくるまで入れ
る

重重重要要要 油油油圧圧圧回回回路路路ののの汚汚汚染染染ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、オオオイイイ
ルルルののの缶缶缶ををを開開開けけけるるる前前前ににに、、、缶缶缶のののふふふたたたののの表表表面面面ををを
きききれれれににに拭拭拭っっってててくくくだだださささいいい。。。まままたたた、、、給給給油油油ホホホーーー
スススやややロロローーートトトなななどどどももも汚汚汚れれれがががななないいいよよようううにににしししててて
くくくだだださささいいい。。。

4. タンクにキャップを取り付ける。こぼれた
オイルはふき取る。

重重重要要要 初初初めめめてててののの運運運転転転ののの前前前にににははは必必必ずずず油油油量量量ををを確確確認認認
ししし､､､ そそそののの後後後ははは毎毎毎日日日点点点検検検しししてててくくくだだださささいいい｡｡｡

リリリーーールルルとととベベベッッッドドドナナナイイイフフフののの摺摺摺りりり合合合わわわ
せせせををを点点点検検検すすするるる
前日の調子に関係なく、毎日、芝刈り作業を
行う前に、各カッティングユニットのリール
とベッドナイフの接触状態を点検してくださ
い。カッティングユニットの全長にわたって
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リールとベッドナイフとがごく軽く接触して
いる必要があります。「カッティングユニッ
ト」の「リールとベッドナイフの摺り合わせ
の調整」の項を参照。

リールの点検を行う際には、必ずカッティング
ユニット給電切断カップラ部解除してくださ
い： カッティングユニット給電切断カップラ (ページ 23)
を参照。作業終了後には接続してください。

注注注意意意

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト給給給電電電切切切断断断カカカッッップププラララ部部部ををを
解解解除除除しししななないいいととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももカカカッッッテテティィィンンングググ
ユユユニニニッッットトトををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、手手手ややや足足足ににに
大大大怪怪怪我我我ををを負負負ううう危危危険険険がががあああるるる。。。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの整整整備備備なななどどどををを行行行ううう際際際ににに
ははは、、、必必必ずずずそそそののの前前前ににに、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト給給給
電電電切切切断断断カカカッッップププラララ部部部ををを解解解除除除すすするるるこここととと。。。

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
タイヤは空気圧を高めに設定して出荷していま
す。運転前に正しいレベルに下げてください。

タイヤ空気圧はターフのコンディションに合わ
せて適宜変えてください：適正範囲の最低値は
12 psi （83 kPa=0.84 kg/cm2）、最高値は 16
psi （110 kPa=1.12 kg/cm2）です。

ホホホイイイーーールルル・・・ナナナッッットトトのののトトトルルルクククををを点点点検検検
すすするるる

警警警告告告

適適適切切切なななトトトルルルククク締締締めめめををを怠怠怠るるるととと車車車輪輪輪ののの脱脱脱落落落ややや破破破損損損
かかかららら人人人身身身事事事故故故にににつつつななながががるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

運運運転転転開開開始始始かかかららら1-41-41-4時時時間間間後後後ににに111回回回ととと101010時時時間間間後後後にににもももううう
111回回回、、、ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルククク締締締めめめををを行行行ううう；；； トトト
ルルルククク値値値ははは 70-9070-9070-90 ft-lbft-lbft-lb（（（95-12295-12295-122 N.m=N.m=N.m= （（（9.79.79.7～～～
12.412.412.4 kg.mkg.mkg.m）））。。。そそそののの後後後ははは 200200200 運運運転転転時時時間間間ごごごとととににに締締締
めめめ付付付けけけををを行行行ううう。。。

慣慣慣らららししし運運運転転転期期期間間間
慣らし運転期間中のエンジンのオイル交換や保
守についてはエンジンマニュアルをご覧くだ
さい。

運転開始直後の8 時間を試運転期間とします。

この期間中の取り扱いは、本機のその後の信頼
性を確保する上で非常に重要ですから、各機能
や動作を入念に観察し、小さな異常でも早期に
発見・解決しておいてください。また、この

期間中はオイル漏れや部品のゆるみの点検を
頻繁におこなってください。

ブレーキの性能を最大限に発揮させるために、
実際の使用前にブレーキの「慣らし掛け」をし
ておいてください。まずブレーキを十分に掛け
た状態から、本機を芝刈り速度で運転し、臭
いがするまでブレーキを加熱させます。この
後、必要に応じてブレーキを調整（33 ページ
参照）してください。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
注注注 芝刈機の下に物が落ちていないか確認し
てください。

1. 着席し、駐車ブレーキをロックし、モード
レバーをニュートラル位置にし、芝刈りレ
バーが解除になっていることを確認する。

2. 走行ペダルから足を外し、ペダルがニュー
トラル位置にあることを確認する。

3. チョークを引いて 閉位置にし（エンジンが
冷えている時）、スロットルレバーは中間
位置にセットする。

4. キーを差し込んで右に回し、エンジンを始
動させる。エンジンが始動したら、エンジ
ンがスムーズに回転を続けられるように調
整してください。なるべく早く OFF 位置に
戻してください。エンジンが温かい時には
チョークは不要です｡

5. エンジン始動後、以下を点検する：

A. ジョイスティックを刈り込み位置にセッ
トし、駐車ブレーキを解除する。スロッ
トルをFAST 位置に動かし、芝刈りレバー
を前に倒してみる。全部のカッティング
ユニットが降下・回転すれば正常。

B. 芝刈りレバーを後ろに引いてみる。カッ
ティングユニットが停止し、一番上（移
動位置）まで上昇すれば正常。

C. 機体が動かないようにブレーキを掛けた
状態で、走行ペダルを前進側と後退側に
踏み込んでみる。

D. 上記を約1～2分間行う。モードレバーを
ニュートラル位置に戻して駐車ブレーキ
を掛け、エンジンを停止する。

E. オイル漏れがないか点検する。あれば
各部の接続を点検する。オイル漏れが
止まらない場合には、トロ社代理店に
連絡し必要に応じて部品交換などの措
置を行う。
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重重重要要要 慣慣慣らららししし運運運転転転期期期間間間中中中ははは、、、モモモーーータタタやややホホホ
イイイーーールルルのののシシシーーールルルかかかららら、、、短短短期期期間間間、、、ごごごくくく少少少量量量
のののオオオイイイルルルがががにににじじじむむむここことととがががああありりりままますすす。。。こここれれれ
はははシシシーーールルルににに適適適切切切ななな潤潤潤滑滑滑ををを与与与えええるるるたたためめめででであああ
りりり、、、異異異常常常ででではははああありりりままませせせんんん。。。

注注注 マシンが新しく、ベアリングやリー
ルがまだ十分になじんでいない間は、ス
ロットルを高速にセットした状態でこの
点検を行う必要があります。慣らし運転
期間終了後は回転速度を下げて点検でき
るようになります。

イイインンンタタタロロロッッッククク･･･シシシススステテテムムムををを点点点検検検すすするるる

注注注意意意

イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりり､､､こここれれれ
ををを取取取りりり外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

••• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

••• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを
点点点検検検ししし、、、不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修
理理理すすするるる。。。

インタロック・システムは、オペレータやマシ
ンに潜在的な危険が存在する状態では運転操作
をできないようにしています。

安全のために、以下の条件がそろわないとエン
ジンを始動できないようになっています：

• 走行ペダルがニュートラルにセットされ
ている。

• モード･レバーがニュートラルにセットさ
れている。

走行許可条件：

• 駐車ブレーキが解除されている。

• オペレータが運転席に着席している。

• モード･レバーが刈り込み位置か移動走行
位置にセットされている。

また、「芝刈り」位置以外ではリールの回転
を停止させます。

以下の要領で、毎日インタロックの動作を確
認してください：

1. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位
置、モードレバー｢ ニュートラル」位置、
駐車ブレーキが掛かっていることを確認す
る。この状態で走行ペダルを踏んでみる。
インタロックによりペダルが動かないのが
正常。動くのはインタロックの故障である
から直ちに修理する。

2. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位
置、モードレバー｢ ニュートラル」位置、
駐車ブレーキが掛かっていることを確認す
る。この状態からモードレバーを「芝刈
り」または「移動」走行位置に切り換えて
エンジンを始動してみる。エンジンが始動
できないのが正常。動くのはインタロック
の故障であるから直ちに修理する。

3. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位
置、モードレバー｢ ニュートラル」位置、
駐車ブレーキが掛かっていることを確認す
る。この状態からモードレバーを「芝刈り」
または「移動」走行位置に切り換える。エ
ンジンが停止すれば正常。動くのはインタ
ロックの故障であるから直ちに修理する。

4. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位
置、モードレバー｢ ニュートラル」位置、
駐車ブレーキが掛かっていることを確認す
る。エンジンを掛ける。この状態からモー
ドレバーを「芝刈り」走行位置に切り換
え、運転席から立ち上がる。エンジンが停
止すれば正常。動くのはインタロックの故
障であるから直ちに修理する。

5. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位
置、モードレバー｢ ニュートラル」位置、
駐車ブレーキが掛かっていることを確認す
る。エンジンを掛ける。この状態から芝刈
りレバーを「芝刈り」位置に切り換えて
カッティングユニットを降下させる。カッ
ティングユニットが降下しても回転しない
のが正常。回転するのはインタロックの故
障である。正しく修正する。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの取取取りりり付付付けけけととと
取取取りりり外外外ししし

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. カッティングユニット給電
切断カップラ部を解除す
る： カッティングユニット給電切断カップラ (ページ 23)
を参照。

注注注意意意

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト給給給電電電切切切断断断カカカッッップププラララ部部部
ををを解解解除除除しししななないいいととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももカカカッッッテテティィィ
ンンングググユユユニニニッッットトトををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、手手手
ややや足足足ににに大大大怪怪怪我我我ををを負負負ううう危危危険険険がががあああるるる。。。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの整整整備備備なななどどどををを行行行ううう際際際
にににははは、、、必必必ずずずそそそののの前前前ににに、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッッ
トトト給給給電電電切切切断断断カカカッッップププラララ部部部ををを解解解除除除すすするるるこここととと。。。
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2. フット・レストを跳ね上げて開き、中央
カッティングユニット取り付け位置へのア
クセスを確保する（図 31）。

注注注意意意

フフフッッットトト・・・レレレススストトトががが閉閉閉じじじるるるととと、、、指指指ををを挟挟挟まままれれれ
るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

開開開いいいててていいいるるるフフフッッットトト・・・レレレススストトトががが急急急ににに閉閉閉じじじててて、、、
指指指ががが挟挟挟まままれれれななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

g0146021

2

図図図 313131

1. フットレスト： 閉じた状態 2. フットレスト： 開いた状態

3. 中央サスペンション・アームの下にカッ
ティングユニットを置く。

4. サスペンション・アームのバーについてい
るラッチを上向き（開いた状態）にして
(図 32）、サスペンション・アームを押し
下げて、バーを、カッティングユニットの
バーの上に被せるようにする（図 33）。

g014609

1

2
3

図図図 323232

1. ラッチ：閉じた位置 3. ラッチ：開いた位置
2. サスペンション・アームの

バー

図図図 333333

1. サスペンション・アームの
バー

2. カッティングユニットのバー

5. ラッチを下げて閉じるとカッティングユ
ニットのバーがロックされてユニットが
アームにセットされる（図 32）。

注注注 ラッチが正しくロックされると、「カ
チッ」という音が聞こえます。

6. カッティングユニット用モータのスプラ
イン・シャフトにきれいなグリスを塗り
つける（図 34）。

7. モータを、カッティングユニットの左側
（運転席から見て）に取り付け、カッティ
ングユニットについているモータ固定バー
を、モータの上から被せるようにセットし、
モータの左右から「カチッ」というロック
音が聞こえるまで押し下げる（図 34）。
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図図図 343434

1. リール･モータ 3. 差し込み穴

2. スプライン・シャフト 4. モータ固定バー

8. サスペンション・アームについているバ
スケット用フックに集草バスケットを取
り付ける。

9. 残りのカッティングユニットにも同作業
を行う。

10.カッティングユニット給電
切断カップラ部を接続す
る： カッティングユニット給電切断カップラ (ページ 23)
を参照。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを取取取りりり外外外すすす

1. カッティングユニット給電
切断カップラ部を解除す
る： カッティングユニット給電切断カップラ (ページ 23)
を参照。

注注注意意意

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト給給給電電電切切切断断断カカカッッップププラララ部部部
ををを解解解除除除しししななないいいととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももカカカッッッテテティィィ
ンンングググユユユニニニッッットトトををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、手手手
ややや足足足ににに大大大怪怪怪我我我ををを負負負ううう危危危険険険がががあああるるる。。。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの整整整備備備なななどどどををを行行行ううう際際際
にににははは、、、必必必ずずずそそそののの前前前ににに、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッッ
トトト給給給電電電切切切断断断カカカッッップププラララ部部部ををを解解解除除除すすするるるこここととと。。。

2. 清潔で平らな場所でカッティングユニット
を完全に降下させてサスペンションの油圧

が完全に開放された状態にし、エンジンを
停止し、駐車ブレーキを掛ける。

3. リール・モータのスロットに嵌っている
モータ固定バーを、スロットからカッティ
ングユニット側に押し出すようにして外
し、モータを取り外す。

図図図 353535

1. リール･モータ 2. モータ固定バー

4. 外したモータは、サスペンション・アー
ムの前部にある一時保管位置にセットし
ておく（図 36）。

図図図 363636

注注注 カッティングユニットの整備（研磨、刈
高調整など）を行う場合には、そのカッティ
ングユニットのリール・モータを、サスペ
ンション・アームの前部にある一時保管位
置にセットしておくと、誤って破損させる
などの事故を防止することができます。
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重重重要要要 リリリーーールルル･･･モモモーーータタタをををホホホルルルダダダーーー（（（保保保管管管位位位
置置置）））ににに入入入れれれたたたままままままでででサササスススペペペンンンシシショョョンンンををを「「「移移移
動動動走走走行行行」」」位位位置置置にににしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。モモモーーータタタ
やややホホホーーースススががが破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。カカカッッッ
テテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを取取取りりり付付付けけけななないいい状状状態態態でででトトト
ラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトををを移移移動動動さささせせせなななけけけれれればばばななな
らららななないいい場場場合合合にににははは、、、ケケケーーーブブブルルル・・・タタタイイイでででモモモーーータタタ
ををを固固固定定定しししてててくくくだだださささいいい。。。

5. 取り外したいカッティングユニットのサス
ペンション・アームのバーについている
ラッチを開く（図 32）。

6. カッティングユニットのバーからラッチ
を外す。

7. サスペンション・アームの下からカッティ
ングユニットを引き出す。

8. 必要に応じて、残りのカッティングユニッ
トにも3から7までの作業を行う。

9. カッティングユニット給電
切断カップラ部を接続す
る： カッティングユニット給電切断カップラ (ページ 23)
を参照。

リリリーーールルル回回回転転転速速速度度度ののの設設設定定定ををを行行行ううう
一定で、クオリティの高いカットを行い、均一
な刈り上がり（見栄え）を作るには、リール速
度コントロール（運転席左側のカバーの下にあ
るマニホルド・ブロックについている）を正し
く設定しておく必要があります。

調整は以下の手順で行います：

1. カッティングユニットを希望の刈高にセッ
トする。

2. 刈り込み条件に最も適した刈り込み速度
を決める。

3. リールの刃数（5, 8, 11, 14）合ったグラフ
（図 37 を参照）を利用して、希望する刈高
に合ったリール回転速度を探し出します。

g014736

図図図 373737

4. リールの速度を設定するには、ノブ
（図 38）を回して、ノブの矢印を、所定
の番号に合わせる。

図図図 383838

1. リール速度コントロール

注注注 リール速度の設定は、ターフの実情に合
わせて増減してかまいません。

芝芝芝刈刈刈りりり用用用マママーーークククののの作作作成成成
芝刈り作業時に列を揃えやすいように、＃２，
＃３集草バスケットに以下のようなマークを
入れておきます：

1. 各集草箱の外側端から約13cmを測る。

2. その位置に白色テープか白ペンキで集草箱
の縁と平行に目印を入れる（図 39）。
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図図図 393939

1. 目印 3. 刈り終わった側

2. 約12.7cm 4. 1.8～3 m程度先に視線を合
わせると良い

トトトレレレーーーニニニンンングググ期期期間間間
実際にグリーンの芝刈りを始める前に安全な場
所で運転操作に十分慣れておいてください。特
に機械の始動、停止、カッティングユニットの
昇降動作、旋回などに習熟してください。運転
技術に自信が生まれれば、機械の性能を十分に
生かして頂くことができます。

芝芝芝刈刈刈りりり作作作業業業ののの前前前ににに
グリーンに異物が落ちていないことを確認し、
カップから旗を抜き、刈り込みの方向を決めま
す。刈り込みの方向は、前回の刈り込みの方向
をもとにして決めます。いつも前回とは違う方
向から刈るようにすると、芝が一定方向に寝て
しまわないのできれいに刈ることができます。

刈刈刈りりり込込込みみみ作作作業業業
1. エンジンはフルスロットル、モードは「芝

刈り走行」モードでグリーンに入ります。
グリーンの一方の縁から刈り始め､細長い
じゅうたんを敷くつもりで真っ直ぐに進ん
でください。このパターンで作業すると、
無駄な重なりをなくし、固結を最小限に
抑えながら、美しい縞模様を作ることが
できます。

2. 集草箱の先端がグリーンの縁に掛かったと
ころで芝刈りレバーを操作します。これに
よりカッティングユニットが芝面に下降し
リールが回転を始めます。

重重重要要要 １１１番番番ユユユニニニッッットトトははは遅遅遅れれれててて回回回転転転ををを開開開始始始しししままま
すすす。。。こここのののタタタイイイミミミンンングググをををつつつかかかむむむととと、、、仕仕仕上上上げげげ
ののの外外外周周周刈刈刈りりりののの手手手間間間ををを最最最小小小限限限にににすすするるるここことととががが
ででできききままますすす。。。

3. 行きと帰りでのオーバーラップができるだ
け小さくなるように運転します。隣の列と
の距離を一定に保って直進するには、本機
の前方約２～３m を視野に捕らえておくの
がポイントです（図 39および図 40）。ハ
ンドルを目印にして距離を合わせても良い
でしょう。その場合、ハンドルの縁と本機
前方の目標ラインとを重ねて見ながら運転
します（図 39および図 40）。

4. 集草バスケットの先端がグリーンの縁に掛
かったところで芝刈りレバーを操作しま
す。これによりリールの回転は停止し、
カッティングユニットが上昇します。この
タイミングが悪いとグリーンの縁を刈り込
んでしまいます。一方、グリーンの外縁
を刈り残しすぎると後の作業が多くなり
ますので、程よいタイミングを体得して
ください。

5. U ターンする場合、反対側に一旦ハンドルを
切ってから旋回すると、楽に、しかも効率
良く回ることができます。例えば右に旋回
したいときには、軽く左に振ってから右に
回ります。こうすると、U ターン後のライ
ン合わせを楽に行うことができます。左回
りの場合は右に振ります。旋回半径は小さ
いほど作業が早くなりますが、柔らかい芝
を傷つけやすくなるので注意が必要です。
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図図図 404040

1. 目印 3. 刈り終わった側

2. 約12.7 cm 4. 1.8～3m程度先に視線を合
わせると良い

注注注 パワーステアリングの特性により、ハン
ドルは自動的には元の位置に戻りません。

重重重要要要 カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを回回回転転転さささせせせたたたままま
まままグググリリリーーーンンンののの上上上ででで停停停止止止しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
芝芝芝ががが損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。まままたたた、、、
湿湿湿っっったたたグググリリリーーーンンンののの上上上ででで長長長時時時間間間停停停車車車すすするるるとととタタタ
イイイヤヤヤ跡跡跡ががが残残残るるるここことととがががああありりりままますすす。。。

6. 作業中にリークディテクタのアラームが
鳴ったら、直ちにカッティングユニットを
上昇させ、グリーンから退避してくださ
い。そして安全な場所に停止して原因を
確かめてください。

7. 最後にグリーンの外周を刈ります。これも
前回と反対の方向から刈ってください。常
に天候や芝状態を考慮すること、刈りの方
向を変えることが大切です。旗を戻して
終了です。

8. 外周刈りが終了したとき、ジョイスティッ
クを軽く後ろに引くと、リールは上昇せず
に停止します。リールが完全に停止するま
で前進を続け、リールが止まったらグリー
ンの外へでてリールを上昇させます。この
ようにすれば、リールを上昇させるときに
刈りかすをグリーンに落としてしまうこと
がありません。

9. 集草箱にたまった刈りカスを出して、次の
グリーンに移動します。湿った重い刈りカ
スを入れたまま移動すると機体やエンジ
ン、油圧系などに無理な力がかかるので避
けてください。

移移移動動動のののたたためめめののの運運運転転転
カッティングユニットが一番上（移動位置）
になっていることを確認し、刈り込み/移動走
行切り替えレバーを移動走行にセットしてく
ださい。急な法面を下る時には、走行ペダル
使って走行速度を下げ、確実に機体を制御し
てください。ラフな場所に入る時やアンジュ
レーションを渡る時には必ず走行速度を落とし
てください。本機の車両感覚（車幅）をマス
ターしましょう。狭い場所での無理な通り抜
けを避けましょう。ぶつけて破損するのは時
間と費用のロスです。

作作作業業業後後後ののの洗洗洗浄浄浄ととと点点点検検検
芝刈り作業が終わったら、ホースと水道水で洗
車してください。水圧が高いとシールやベア
リングに浸水しますから ノズルは使用しない
でください。洗車が終わったら、トラクショ
ンユニットおよびカッティングユニット各部
の磨耗・損傷などの点検を行ってください。
ペダルとブレーキ･シャフト･アセンブリには
SAE 30 オイルかスプレーで潤滑し、明朝の仕
事にそなえましょう。

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引にににつつついいいててて
緊急時には牽引や手押しでの移動が可能です
（移動距離は400m以内程度）。ただし、Toroで
は通常の移動にはこの方法を使わないようお
願いしています。

重重重要要要 牽牽牽引引引移移移動動動時時時ののの速速速度度度ははは、、、 333～～～555 km/hkm/hkm/hとととしししててて
くくくだだださささいいい。。。こここれれれ以以以上上上ののの速速速度度度でででははは駆駆駆動動動系系系ににに損損損傷傷傷
ををを与与与えええるるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。長長長いいい距距距離離離ををを移移移動動動ししし
なななけけけれれればばばななならららななないいい場場場合合合にににはははトトトレレレーーーラララなななどどどををを使使使
用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. 油圧ポンプについているバイパス・バル
ブ（図 41）の溝が「縦」になるようにバ
ルブを回転させる。
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g014627

1

図図図 414141

1. バイパスバルブ（図はバルブが閉じた状態＝バルブの溝が
水平）

2. エンジンを始動する時には、必ずバイパス
バルブ（図 41）を閉じる（溝が横向きに
なる）。バルブを開けたままでエンジンを
掛けないこと。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関すすするるる詳詳詳細細細はははエエエンンンジジジンンンのののオオオペペペレレレーーータタターーーズズズマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注意意意

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険
ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。点点点火火火コココーーードドドががが点点点火火火プププラララ
グググににに触触触れれれななないいいよよようううににに十十十分分分離離離しししててておおおくくくこここととと。。。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 1 時間 • ホイール・ナットのトルクを点検する。

使用開始後最初の 8 時間 • ホイール・ナットのトルクを点検する。

使用開始後最初の 25 時間 • エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

使用開始後最初の 50 時間
• 油圧フィルタを交換する。
• エンジンの回転数を点検する（アイドル回転とフル･スロットル）。

使用するごとまたは毎日

• エンジン・オイルの量を点検する。
• 油圧オイルの量を点検してください。
• リールとベッドナイフの摺り合わせを点検する。
• インタロック･システムを点検する。
• 作業後の洗浄と点検
• 油圧ラインとホースを点検する。

50運転時間ごと
• エア･クリーナのスポンジ製フィルタの整備を行う（悪条件下ではより頻繁に）。
• バッテリー液の量を点検する。
• バッテリー･ケーブルの接続状態を点検する。

100運転時間ごと
• エア･クリーナのカートリッジの整備を行う（悪条件下ではより頻繁に）。
• エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

200運転時間ごと • ホイール・ナットのトルクを点検する。

400運転時間ごと • マシンのグリスアップを行ってください。

800運転時間ごと

• 点火プラグを交換する。
• 燃料フィルタを清掃する。 （燃料の流れが悪い場合には交換する。）
• 油圧オイル、フィルタ、タンクのブリーザを交換する。
• エンジンの回転数を点検する（アイドル回転とフル･スロットル）。
• バルブのクリアランスを点検する。

2年ごと
• 燃料ラインとその接続の点検。
• 可動部ホースを交換する。
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始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

インタロックの動作

計器類の動作

リークディテクタの動作を確認
する（搭載されている場合）。

ブレーキの動作を確認する。

燃料残量

油圧オイルの量

エンジン・オイルの量を点検
する。

冷却フィンの汚れを落とす。

エンジンのエアフィルタとプレ
クリーナの点検

エンジンからの異常音

リールとベッドナイフの摺り合
わせを点検する。

油圧ホースの磨耗損傷を点
検。

オイル漏れなど。

タイヤ空気圧を点検する。

刈高の調整具合を点検する。

塗装傷のタッチアップ修理を
行う。

要注意個所の記録

点検担当者名：

内容 日付 記事
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潤潤潤滑滑滑

グググリリリスススアアアッッップププををを行行行ううう
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと

全部のグリス注入部にNo.2汎用リチウム系グリ
スを注入します。

1. 異物を入れてしまわないよう、グリスフィッ
ティングをきれいに拭く（図 42）｡

図図図 424242

図はガソリンモデルの左側面です（モデルによって多少異な
ります）。

2. ベアリング（又はブッシュ）からグリスが
はみ出てくるのが見えるまで注入する。は
み出したグリスはふき取る。

エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアア・・・クククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと—エア･クリーナのス

ポンジ製フィルタの整備を行う
（悪条件下ではより頻繁に）。

100運転時間ごと—エア･クリー
ナのカートリッジの整備を行う
（悪条件下ではより頻繁に）。

1. ロック用クリップを取り、エアクリーナ・
カバー（図 43）を外す。カバーを丁寧に清
掃する。

図図図 434343

1. エア・クリーナのカバー

2. エレメントをエア･クリーナに固定してい
る蝶ナットを外す。

3. スポンジ（図 44）を点検し、汚れていれば
ペーパー・エレメントから外す。以下の要
領で丁寧に清掃してください：

A. スポンジを温水と液体洗剤で押し洗いす
る。絞るとスポンジが破れるので押し洗
いで汚れを落とす。

B. 洗い上がったら、きれいなウェスにはさ
んで水分を取る。ウェスをよく押して水
分を十分に取る。
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図図図 444444

1. スポンジ 2. ペーパー・エレメント

4. スポンジを点検する時にはペーパー･エレメ
ントの状態も同時に点検する。エレメント
の平たい面を軽く叩いて汚れを落とす。汚
れがひどければ交換する。

5. スポンジ、ペーパー・エレメント、カバー
を元通りに取り付ける。

重重重要要要 エエエレレレメメメンンントトトををを外外外しししたたたままままままでででエエエンンンジジジンンンををを
運運運転転転しししななないいいこここととと。。。エエエンンンジジジンンンににに大大大きききななな損損損傷傷傷ががが
起起起きききるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 25 時間

100運転時間ごと

1. ドレン・プラグ (図 45) を外してオイルを
容器に受ける。オイルが抜けたらドレン・
プラグを取り付ける。

図図図 454545

1. ドレン・プラグ 2. オイルフィルタ

2. オイルフィルタ（図 45）を外す。新しい
フィルタのガスケットに薄くエンジン・オ
イルを塗る。

3. ガスケットがアダプタに当たるまで手でねじ
込み、そこから更に 1/2～3/4 回転増し締め
する。締締締めめめすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

4. クランクケースにオイルを入れ
る； エンジン・オイルを点検する (ページ 24)
を参照。

5. 使用済みオイルは適切に処分する。

点点点火火火プププラララグググののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 800運転時間ごと

エア・ギャップを 0.76 mmに調整してくださ
い。

使用する点火プラグはチャンピオン（Champion）
RC 14YC です。

注注注 点火プラグは非常に耐久性のある部品です
が、エンジンにトラブルが出た場合は必ず点
検してください。

1. 点火プラグを外した時にエンジン内部に異
物が落ちないように､プラグの周囲をきれ
いに清掃する。

2. 点火コードをプラグから外し、シリンダ・
ヘッドからプラグを外す。

3. 電極 (側面と中央) と碍子の状態を点検す
る。

重重重要要要 汚汚汚れれれそそそののの他他他ののの不不不具具具合合合のののあああるるる点点点火火火プププラララ
グググははは交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。点点点火火火プププラララグググにににサササンンン
ドドドブブブラララススストトトをををかかかけけけたたたりりり、、、ナナナイイイフフフ状状状のののももものののででで
削削削っっったたたりりり､､､ワワワイイイヤヤヤブブブラララシシシででで清清清掃掃掃しししたたたりりりしししななないいい
でででくくくだだださささいいい；；；プププラララグググににに残残残っっったたた細細細かかかいいい破破破片片片ががが
シシシリリリンンンダダダ内内内ににに落落落ちちちるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

4. エア・ギャップを 0.76mm に調整する
(図 46)。
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図図図 464646

5. ガスケット･シールと共に点火プラグをエン
ジンに取りつけ、200 in-lb.（23 Nm = 2.3
kg.m）にトルク締めする。トルクレンチが
ない場合は十分に締めつける。

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 800運転時間ごと （燃料の流れが悪

い場合には交換する。）

燃料フィルタはインライン・タイプで、燃料タ
ンクとキャブレタの間にあります（図 47）。
フィルタに付いている矢印をエンジンの方に向
けて取り付けてください。

危危危険険険

ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああ
るるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火
災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええてててかかかららら燃燃燃料料料タタタンンンクククかかからららガガガソソソリリリ
ンンンををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。こここののの作作作業業業ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ののの広広広いいい場場場
所所所ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリンンンはははふふふききき取取取るるる。。。

••• ガガガソソソリリリンンン取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花
ややや炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

1. 燃料バルブを閉じ、フィルタのキャブレタ
側についているホース･クランプをゆるめ、
燃料ラインからフィルタを外す(図 47)。

図図図 474747

1. 燃料バルブ 2. 燃料フィルタ

2. フィルタの下に容器を置き、もう一方のクラ
ンプも外してフィルタを取り出す（図 47）。

3. 新しいフィルタを取り付ける。この時、
フィルタ本体についている矢印をキャブレ
タの方に向ける。

燃燃燃料料料ララライイインンンとととそそそののの接接接続続続
整整整備備備間間間隔隔隔::: 2年ごと

劣化・破損状況やゆるみが発生していないかを
調べてください。
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電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
バッテリーの電解液は常に正しいレベルに維持
し､バッテリー上部を常にきれいにしておいて
ください｡涼しい場所にマシンを格納しておく
とバッテリーを長持ちさせることができます。

電解液の量は50運転時間ごとに点検します｡格
納中は30日ごとに点検します｡

危危危険険険

電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああるるる
硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

••• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮
膚膚膚ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるる
こここととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを
保保保護護護すすするるるこここととと。。。

••• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよううう、、、
必必必ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくくこここととと。。。

各セルへは、蒸留水またはミネラルを含まない
水を適正レベルまで補給してください。但し、
電解液の量が、各セルの内側についているスプ
リットリングの高さ以上にならないよう、注
意してください。

バッテリー上部はアンモニア水または重曹水に
浸したブラシで定期的に清掃してください｡ 清
掃後は表面を水で流して下さい｡ 清掃中はセル
キャップを外さないでください｡

バッテリーのケーブルは､接触不良にならぬよ
う､端子にしっかりと固定してください｡

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーー・・・ケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああ
るるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママ
イイイナナナススス（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

端子が腐食した場合は､ ケーブルを外し（マイ
ナスケーブルから先に外すこと）、クランプと
端子とを別々に磨いてください｡ 磨き終わった
らケーブルをバッテリーに接続し（プラスケー
ブルから先に接続すること）、端子にはワセリ
ンを塗布してください｡

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

ヒヒヒュュューーーズズズののの整整整備備備
ヒューズは座席下にあります（図 48）。

図図図 484848

1. ヒューズ

ヒヒヒュュューーーズズズののの配配配置置置

リール上昇
油圧 E-リール回転許可

ファン・キット
15 A 7.5 A

リール回転

昇降

7.5 A
ライト Start/Run

診断ライト

リーク・ディテクタ リークディテクタ
15 A 7.5 A

Run ECM ロジック

パワー
10 A 2 A
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走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンのののニニニュュューーートトトラララルルル
調調調整整整
走行ペダルがニュートラル位置にあるのに機
体が動き出す場合にはトランスミッションの
調整が必要です。

1. どちらか一方の前輪を浮かして機体を支え
る。

注注注 注： 3 輪駆動キット装着車の場合には後
輪も浮かせてください。

2. エンジンを始動し、スロットルをSLOW に
セット、浮いている前輪が回転しているこ
とを確認する。

3. エンジンを止め、以下の手順で調整する：

A. 偏芯ナットをハイドロスタット上部に止
めているナットをゆるめる（図 49）。

g014616

1

2

図図図 494949

1. 偏芯ナット 2. ロックナット

B. 機能コントロールをニュートラル位置
に、スロットルを Slow 位置にセットす
る。エンジンを掛ける。

C. どちらにも車輪が回らないように偏芯
ナットを回して調整する。調整ができた
ら固定ナットを締める（図 49）。スロッ
トルSLOW およびFAST 位置で調整が正し
いことを確認する。

注注注 偏芯ナットの調整一杯まで調整しても
車輪の回転が止まらない場合には、弊社
代理店に連絡するか サービスマニュアル
を参照して調整をおこなってください。

移移移動動動走走走行行行速速速度度度ののの調調調整整整

最最最高高高速速速度度度ががが出出出せせせるるるよよようううににに調調調整整整すすするるる

走行ペダルは最高速度を出せるように出荷時
に調整されていますが、一杯に踏んでいるのに
ペダルストップに当たらないようになったら調
整が必要です。また、最高速度を下げたい場合
にも調整を行います。

モードレバーを「移動走行」位置にセットし、
ペダルを一杯に踏み込めば最高速度となりま
す。ケーブルに張力が掛かる前にペダルがス
トップ（図 50）に当たる場合には調整が必要
です。

1. モード･レバーを「移動走行」位置にセット
し、ペダルストップを固定しているロック
ナットをゆるめる（図 50）。

2. ペダル･ストップを締め込んで、走行ペダ
ルから離す。

3. ペダルに軽く力を掛けながら、ペダルストッ
プの位置の微調整を行い、調整ができたら
ロックナットで調整を固定する。

重重重要要要 ケケケーーーブブブルルルににに無無無理理理ななな張張張力力力ががが掛掛掛かかかるるるとととケケケーーー
ブブブルルルののの寿寿寿命命命ががが短短短くくくなななりりりままますすすかかかららら、、、張張張りりりすすすぎぎぎ
ななないいいよよよううう注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

g015494

1

図図図 505050

1. ペダル･ストップ

走走走行行行速速速度度度ををを下下下げげげるるる

1. ペダルを踏み、ペダルストップを固定して
いるロックナットをゆるめる。

2. 希望する速度になるまでペダルストップを
ゆるめる。

3. ロックナットで調整を固定する。
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芝芝芝刈刈刈りりり速速速度度度ののの調調調整整整
出荷時に調整されていますが、速度を変えたい
場合には調整してください。

1. トラニオン・ボルトのジャムナットをゆる
める（図 51）。

2. ロック＆芝刈ブラケットをペダル・ピボッ
トに固定しているナットをゆるめる。

g014625
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図図図 515151

1. ジャム・ナット 3. トラニオン・ボルト
2. ナット

3. 刈り込み速度を遅くするには、トラニオン・
ボルトを右に回し、速くするには左に回す。

4. トラニオン・ボルトのジャムナット、およ
びペダル・ピボットのナットを締め付けて
調整を固定する（図 51）。調整を確認し、
必要に応じて再調整する。

ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
駐車中にブレーキが十分に利かずに車両が動
いてしまう場合には、ブレーキ・ドラムの近く
にあるバルクヘッド・フィッティングで調整を
行うことができます；さらに詳しいことについ
ては弊社代理店に問い合わせるか サービスマ
ニュアル を参照してください。
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油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧オオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 50 時間

800運転時間ごと

オイルが汚染されてしまった場合は油圧系統全
体を洗浄する必要がありますのでトロ代理店に
ご連絡ください。汚染されたオイルは乳液状に
なったり黒ずんだ色なったりします。

1. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬ
ぐう (図 52)。フィルタの下に廃油受けを置
いてフィルタを外す。

注注注 オイルを抜かずにフィルタのみを交換す
る場合には、フィルタに入るラインに栓を
してください。

g014619
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図図図 525252

1. 油圧オイル・フィルタ

2. フィルタにオイルを入れ、ガスケットをオ
イルで湿し、ガスケットがフィルタヘッド
に当たるまで手で回し入れる。その状態か
らさらに 3/4 回転締め付ける。これでフィ
ルタは十分に密着する。

3. 油圧オイル・タンクに油圧オイルを入れる；
油圧オイルの量を点検する (ページ 25) を
参照。

4. エンジンを始動させ、3～5分間のアイドリ
ングを行ってオイルを全体に行き渡らせ、
内部にたまっているエアを逃がす。

5. 機械を停止させ、油圧オイルの量を点検し、
必要に応じて補給する。

6. 廃油は適切な方法で処理する。

油油油圧圧圧ララライイインンンとととホホホーーースススののの点点点検検検

警警警告告告

高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体
ににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 油油油圧圧圧ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、油油油圧圧圧ララライイインンンやややホホホーーースススににに
傷傷傷ややや変変変形形形がががななないいいかかか接接接続続続部部部ががが確確確実実実ににに締締締まままっっっててて
いいいるるるかかかををを確確確認認認すすするるる。。。

••• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルルリリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは作作作
動動動油油油ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶対対対ににに手手手
なななどどどををを近近近づづづけけけななないいい。。。

••• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使ううう。。。

••• 油油油圧圧圧関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを
確確確実実実ににに解解解放放放すすするるる。。。

••• 万万万一一一、、、噴噴噴射射射液液液ががが体体体内内内ににに入入入っっったたたららら、、、直直直ちちちににに専専専
門門門医医医ののの治治治療療療ををを受受受けけけるるる。。。

油圧ライン・油圧ホースにオイル漏れ、ねじ
れ、支持部のゆるみ、磨耗、フィッティングの
ゆるみ、風雨や薬品による劣化などがないか毎
日点検してください。異常を発見したら必ず運
転を行う前に修理してください。
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カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの保保保守守守

リリリーーールルルのののバババッッックククラララッッップププ

警警警告告告

バババッッックククラララッッップププ中中中にににリリリーーールルルににに触触触れれれるるるととと大大大けけけがががをををすすす
るるる。。。

••• リリリーーールルルそそそののの他他他ののの可可可動動動部部部ににに手手手指指指、、、足足足、、、衣衣衣類類類等等等
ををを近近近づづづけけけななないいいよよよううう注注注意意意すすするるるこここととと。。。

••• エエエンンンジジジンンンががが動動動いいいててていいいるるる間間間ははは、、、止止止まままっっったたたリリリーーー
ルルルををを絶絶絶対対対ににに手手手ややや足足足ででで回回回そそそうううとととしししななないいいこここととと。。。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニッ
トを降下させ、エンジンを停止し、駐車ブ
レーキを掛ける。

2. 運転席左側のプラスチック製カバーを取り
外す。

3. 各カッティングユニットのリールと下刃を
バックラップ用に設定する；カッティングユ
ニットのオペレーターズマニュアルを参照。

危危危険険険

バババッッックククラララッッップププ中中中にににエエエンンンジジジンンン速速速度度度ををを変変変えええるるるととと
リリリーーールルルががが停停停止止止すすするるるここことととがががあああるるる。。。

••• バババッッックククラララッッップププ中中中ははは絶絶絶対対対にににエエエンンンジジジンンン速速速度度度
ををを変変変えええななないいいこここととと。。。

••• バババッッックククラララッッップププはははアアアイイイドドドルルル速速速度度度以以以外外外でででははは
行行行わわわななないいいこここととと。。。

4. エンジンを始動し、アイドル回転にセット
する。

5. バックラップスイッチを逆転（R）位置に
セットする（図 53）。

図図図 535353

1. バックラップスイッチ：逆転
位置

2. バックラップスイッチ：前進
（通常）回転位置

6. リール速度コントロールを 1 にセットする
（図 54）。

図図図 545454

1. リール速度コントロール

7. 機能コントロール・レバーをニュートラル
位置にして、昇降刈り込みコントロールを
前に倒すとリールが回転してバックラップ
が始まる。

8. 長い柄のブラシを使ってラッピング･コンパ
ウンドを塗布しながらラッピングを続ける。
柄の短いブラシは絶対に使用しないこと。

9. リールが停止したり回転にムラがある場合
は、速度設定を上げて回転を安定させてか
らもとの速度（或いは希望速度）に戻す。

10.バックラップ中にカッティングユニットを
調整する必要が生じた場合は、昇降刈り込
みコントロールを後ろに引き、エンジンを
停止させて、調整を行う。調整が終ったら
4～8を行う。

11.バックラップするユニット全部に上記手順
を行う。

12.終了したら、バックラップスイッチを通常
位置（F）に戻し、カバーを元通りに取り付
け、カッティングユニットについているラッ
ピングコンパウンドをていねいに洗い落と
す。必要に応じてリールと下刃の間隔を調
整する。リール回転速度コントロールを、
希望の速度位置にセットする。

重重重要要要 バババッッックククラララッッップププスススイイイッッッチチチををを通通通常常常位位位置置置（（（FFF）））
ににに戻戻戻しししててておおおかかかななないいいととと、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト
ををを通通通常常常通通通りりりににに操操操作作作すすするるるここことととがががででできききままませせせんんん。。。
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診診診断断断シシシススステテテムムム

故故故障障障表表表示示示ララランンンプププががが点点点灯灯灯しししたたた場場場合合合
処処処置置置
機械に異常が検知されると故障表示ランプが
点灯します。万一このランプが点灯したら、機
械を診断モードにセットし、内部コンピュータ
が発する診断コードを読み取ることによって故
障内容を知ることができます。診断モードで内
部コンピュータが発する診断コード（エラー・
コード）、故障表示ランプの点滅回数で表さ
れ、この回数を代理店にお知らせいただくこと
により、迅速な対応が可能となります。

注注注 故障診断モードではエンジンを始動するこ
とはできません。

故故故障障障診診診断断断モモモーーードドドににに入入入るるるにににははは

1. エンジンを停止し、駐車ブレーキを掛け、
キーを OFF 位置にする。

2. 機能コントロール・レバーを「移動走行」
位置にする。

3. バックラップスイッチが通常回転（F）に
セットされていることを確認する。

4. 運転席から降りる。

5. カッティングユニット操作レバーを上昇位
置に保持する。

6. 始動キーを RUN 位置に回す。

7. 故障表示ランプが点滅を開始するので、そ
の回数を数える（点滅が始まったら操作レ
バーから手を離してよい）。

点滅回数が確認できたら、キーを OFF 位置に
戻すと診断モードが終了する。

エエエラララーーー・・・コココーーードドドののの確確確認認認

過去 40 時間に発生した不具合のうち最も新し
いもの 3 つが順に表示されます。表示は、以
下の規則に従って順に行われます：

• 記憶されている不具合がない場合には、ラ
ンプは中間隔で点滅します（1Hz=1秒間に1
回）。

• 不具合が 1 つある場合には、最初に上の
桁の数字を点滅で示し、間隔を空けて、次
に下の桁の数字を点滅で示します。以下の
例では、# ひとつが一回の点滅を表すもの
とします。例：

– 15 というエラー・コードは #_#####

– 42 というエラー・コードは ####_##

– 123 というエラー・コードは
############_###

• 不具合が 1 つ以上ある場合には、最初のエ
ラー・コードが表示された後、間隔を空け
て、次のエラー・コードの上の桁の数字の
点滅が始まります。

注注注 最も新しい 3 つの不具合のみが記憶さ
れています。

エラー・コードの一覧表は、弊社代理店にて
入手くださるか サービスマニュアル をご覧
ください。
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保保保管管管
長期間にわたって保管する場合には以下のよ
うな作業を行ってください：

1. 機体からゴミや刈りカスをきれいに取り除
く。必要に応じてリールやベッドナイフの
研磨を行う（カッティングユニットのオペ
レーターズマニュアルを参照のこと）。ベッ
ドナイフやリールの刃にはさび止めを塗布
する。グリスアップと機体各部の潤滑を行
う；「潤滑」のページを参照。

2. タイヤに重量がかからないように完全にブ
ロックする。

3. 油圧オイルとフィルタを交換する。油圧ライ
ンやフィッティングを注意深く点検し、必
要に応じて交換する； 「油圧オイルとフィ
ルタの交換」および「油圧ラインとホース
の点検」を参照のこと。

4. 燃料タンクから燃料を抜き取る。エンジン
を始動し、燃料切れで自然に停止させる。
燃料フィルタを交換する；「燃料フィルタ
の交換」を参照のこと。

5. エンジンがまだ暖かいうちに、エンジン
オイルを抜き取る。新しいオイルに交換す
る；「エンジン･オイルとフィルタの交換」
を参照。

6. 点火プラグを外し、SAE 30 オイルをシリン
ダ内に30 cc 流し込み、クランクをゆっく
り回転させて内部にオイルを十分に行き渡
らせる。点火プラグは新しいものに交換す
る； 「点火プラグの交換」を参照。

7. シリンダ、エンジン、フィン、ブロアハウ
ジングなどをきれいに清掃する。

8. バッテリーを取り外して完全充電する。充電
終了後は、機体に取り付けて保存しても、機
体から外したままで保存してもよい。機体
に取り付けて保存する場合は、ケーブルを
外しておいてください。温度が高いとバッ
テリーは早く放電しますので、涼しい場所
を選んで保管してください。

9. 可能であれば暖かで乾燥した場所で保管す
る。
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図図図面面面

電電電気気気回回回路路路図図図（（（注注注：：：図図図にににはははオオオプププシシショョョンンンのののリリリーーークククデデディィィテテテクククタタタががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。））） (Rev.(Rev.(Rev. A)A)A)
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電電電気気気回回回路路路図図図：：：カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト (Rev.(Rev.(Rev. A)A)A)
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油油油圧圧圧回回回路路路図図図 (Rev.(Rev.(Rev. A)A)A)
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メメメモモモ：：：
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ToroToroToro 製製製品品品ののの総総総合合合品品品質質質保保保証証証

限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro® 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上または製造上の欠陥に
対して、2年間または1500運転時間*のうちいずれか早く到達した時点までの
品質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての
製品に適用されます（エアレータに関する保証については該当製品の保証
書をご覧下さい）。 この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で
「製品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、
運賃が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店（ディ
ストリビュータ又はディーラー） に対して、お客様から連絡をして頂くことが必
要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問がある
場合には、本社に直接お問い合わせください。

Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company

8111 Lyndale Avenue South

Bloomington, MN 55420-1196

E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調
整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません：

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載し
て使用したことが原因で発生した故障や不具合。 これらの製品につい
ては、別途製品保証が適用される場合があります。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。 オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこと
が原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチ･ライニング、ブ
レード、リール、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、タ
イヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品としてダイ
ヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、汚
染、弊社が認めていない冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、水、薬剤の
使用などが含まれます。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ス
テッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が到来するま
で保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。 部品や
アセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

ディープサイクルバッテリーは、その寿命中に放出することのできるエネル
ギーの総量（kWh）が決まっています。 一方、バッテリーそのものの寿命は、
使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わります。 バッテリーを使用
するにつれて、完全充電してから次に完全充電が必要になるまでの使用
可能時間は徐々に短くなってゆきます。 このような通常の損耗を原因とす
るバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。 本製品の保証期間中
に、上記のような通常損耗によってオーナーの負担によるバッテリー交換
の必要性がでてくることは十分に考えられます。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

保証の対象とならない部品や作業など： エンジンのチューンナップ、潤滑、洗
浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の交換、推奨定期整備の実施などは「製品」
の維持に必要な作業であり、これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例えええ
ばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう損損損
失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは上上上記記記
ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排気気気ガガガススス関関関
係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。

商品性や用途適性についての黙示的内容についての保証も、本保証の有効
期間中のみに限って適用されます。米国内では、間接的偶発的損害に対す
る免責を認めていない州があります。また黙示的な保証内容に対する有効
期限の設定を認めていない州があります。従って、上記の内容が当ては
まらない場合があります。

この保証により、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域
によっては、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

ご自分の国や地域における製品保証内容の詳細については、ご購入先の Toro 代理店（ディストリビュータまたはディーラ）にお尋ねください。代理店の保証内
容にご満足いただけない場合はToro輸入元にご相談ください。輸入元の対応にご満足頂けない場合はToro ワランティー社へ直接お問い合わせください。
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